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認
識
の
対
象
と
語
分
類
・
語
順
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
〈
対
象
を
反
映
す
る
言
語
〉
の
理

解
で
す
。
欧
米
語
で
な
く
日
本
語
に
て
表
現
さ
れ
た
、
対
象
言
語
論
あ
る
い
は
言
語
的
論
理

学
あ
る
い
は
世
界
学
の
す
す
め
で
す
。

学
問
用
語
は
三
浦
つ
と
む

(

末
尾
文
献
参
照)

の
用
語
を
継
承
し
つ
つ
も
か
な
り
を
修
正

し
ま
し
た
。

全
体
の
内
容
を
節
の
題
名
を
綴
る
こ
と
に
よ
り
示
し
ま
す
。(

数
字
は
頁
数)

認
識
の
対
象
は
〔
体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い
１
〕
で
す
。
世
界
は
〔
架
空
と
現
実
２
〕

で
す
。
存
在
の
性
格
に
は
〔
普
遍
性
・
普
遍
面
と
特
殊
性
・
特
殊
面
と
個
性
２
〕
が
あ
り
ま
す
。

認
識
す
る
自
分
に
は
〔
生
体
自
分
と
脱
生
体
自
分
３
〕
が
あ
り
ま
す
。

語
に
は
〔
体
詞
・
静
詞
・
動
詞
・
関
係
詞
・
静
辞
・
動
辞
３
〕
が
あ
り
ま
す
。

世
界
に
は
〔
時
間
と
空
間
４
〕
が
あ
り
ま
す
。
〔
か
ず
と
質
と
量
と
か
ず
量
５
〕
も
あ
り

ま
す
。
〔
論
理
５
〕
に
は
〔
矛
盾
す
る
論
理
６
〕
と
〔
絶
対
の
論
理
７
〕
が
あ
り
ま
す
。

〔
認
識
と
推
論
８
〕
が
あ
り
〔
目
的
と
意
志
と
規
範
９
〕
が
あ
り
〔
言
語
９
〕
が
あ
り
ま

す
。〔
日
本
語
の
世
界
観

〕
に
つ
い
て
考
え
〔
日
本
語
と
判
断

〕
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

10

17

わ
た
く
し
た
ち
の
〔
理
想

〕
に
触
れ
ま
す
。

21

〔
英
語
の
世
界
観

〕
に
つ
い
て
考
え
〔
英
語
の
論
理

〕
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

22

24

な
お
、
本
論
は
Ｉ
Ｔ
に
関
し
次
世
代
の
検
索
シ
ス
テ
ム
や
翻
訳
機
械
な
ど
の
た
め
の

理
論
的
な
準
備
も
企
図
し
て
い
ま
す
。(

と
く
に
人
間
に
や
さ
し
い
情
報
分
類
構
造
の

研
究
開
発
。)

そ
し
て
実
は
国
学
伝
統
の
現
実
論
化
で
も
あ
り
ま
す
。
国
学
伝
統
を
現

実
論
化
し
て
Ｉ
Ｔ
に
も
の
申
し
て
い
き
ま
す
。

体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い

認
識
に
は
体
内
の
認
識
と
体
外
の
認
識
と
認
識
の
反
省
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
体
内
と

体
外
と
認
識
じ
た
い
が
認
識
の
対
象
で
す
。
世
界
は
体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い
の
統
一
で

す
。
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体
内
を
反
映
す
る
語
が
、
主
体
語
で
す
。
主
体
語
を
辞
と
言
い
ま
す
。

じ

体
外
や
認
識
じ
た
い
を
反
映
す
る
語
が
、
客
体
語
で
す
。
客
体
語
を
詞
と
言
い
ま
す
。

し

言
語
は
辞
と
詞
の
統
一
で
す
。

架
空
と
現
実

世
界
に
は
架
空
の
世
界
と
現
実
の
世
界
が
あ
り
ま
す
。

言
語
は
、
語
と
語
順
で
す
。
言
語
は
、
す
な
わ
ち
語
と
語
順
は
、
架
空
の
世
界
ま
た
は
現

実
の
世
界
の
反
映
で
す
。

「…
…

ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
走
っ
て
そ
の
な
ぎ
さ
に
行
っ
て
、
水
に
手
を
ひ
た
し
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
あ
や
し
い
そ
の
銀
河
の
水
は
水
素
よ
り
も
も
っ
と
す
き
と
お
っ
て
い

た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
た
し
か
に
流
れ
て
い
た
こ
と
は
、
二
人
の
手
首
の
、
水
に
ひ
た

っ
た
と
こ
が
、
少
し
水
銀
い
ろ
に
浮
い
た
よ
う
に
見
え
、
そ
の
手
首
に
ぶ
っ
つ
か
っ
て

で
き
た
波
は
、
う
つ
く
し
い
燐
光
を
あ
げ
て
、
ち
ら
ち
ら
と
燃
え
る
よ
う
に
見
え
た
の

り
ん
こ
う

で
も
わ
か
り
ま
し
た
。
」(

宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
よ
り)

「
一
発
で
死
に
た
か
つ
た
。」(

「
東
条
英
機
自
殺
未
遂
の
遺
言
」
よ
り)

普
遍
性
・
普
遍
面
と
特
殊
性
・
特
殊
面
と
個
性

体
内
も
体
外
も
認
識
じ
た
い
も
存
在
で
す
。

存
在
に
は
、
類
と
部
分
と
個
が
あ
り
ま
す
。

人
間
と
い
う
類
に
は
諸
民
族
と
い
う
部
分
と
個
人
と
い
う
個
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
人
間
と
い
う
類
に
は
日
本
人
と
い
う
部
分
と
豊
臣
秀
吉
と
い
う
個
が
あ
り
ま
す
。

類
の
普
遍
性
は
、
類
に
普
遍
す
る
性
格
で
す
。

人
間
と
い
う
類
の
普
遍
性
、
人
間
と
い
う
類
に
普
遍
す
る
性
格
と
し
て
、
た
と
え
ば

「
直
立
二
足
歩
行
し
概
念
と
い
う
認
識
を
も
つ
生
物
」
が
あ
り
ま
す
。

部
分
の
普
遍
面
は
、
類
に
属
す
る
部
分
に
も
、
類
に
普
遍
す
る
性
格
が
あ
る
と
い
う
面
で

す
。

日
本
人
と
い
う
部
分
の
普
遍
面
、
人
間
と
い
う
類
に
属
す
る
日
本
人
と
い
う
部
分
に

も
、
人
間
と
い
う
類
に
普
遍
す
る
「
直
立
二
足
歩
行
し(

以
下
同
じ)

」
が
あ
る
と
い
う

面
で
す
。

個
の
普
遍
面
は
、
類
に
属
す
る
個
に
も
、
類
に
普
遍
す
る
性
格
が
あ
る
と
い
う
面
で
す
。

豊
臣
秀
吉
と
い
う
個
の
普
遍
面
、
人
間
と
い
う
類
に
属
す
る
豊
臣
秀
吉
と
い
う
個
に

も
、
人
間
と
い
う
類
に
普
遍
す
る
「
直
立
二
足
歩
行
し

(

以
下
同
じ)

」
が
あ
る
と
い
う

面
で
す
。

部
分
の
特
殊
性
は
、
部
分
の
み
に
普
遍
す
る
、
類
に
普
遍
し
な
い
、
特
殊
な
性
格
で
す
。

日
本
人
と
い
う
部
分
の
特
殊
性
、
日
本
人
と
い
う
部
分
の
み
に
普
遍
す
る
、
人
間
と

い
う
類
に
普
遍
し
な
い
、
特
殊
な
性
格
と
し
て
、
た
と
え
ば
「
縄
文
時
代
か
ら
主
に
日
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本
列
島
に
生
活
す
る
民
族(

諸
民
族
と
の
諸
交
流
は
あ
る
に
し
て
も)

」
が
あ
り
ま
す
。

個
の
特
殊
面
は
、
部
分
に
属
す
る
個
に
も
、
部
分
の
み
に
普
遍
す
る
、
類
に
普
遍
し
な
い
、

特
殊
な
性
格
が
あ
る
と
い
う
面
で
す
。

豊
臣
秀
吉
と
い
う
個
の
特
殊
面
、
日
本
人
と
い
う
部
分
に
属
す
る
豊
臣
秀
吉
と
い
う

個
に
も
、
日
本
人
と
い
う
部
分
の
み
に
普
遍
す
る
、
人
間
と
い
う
類
に
普
遍
し
な
い
、

特
殊
な
「
縄
文
時
代
か
ら

(

以
下
同
じ)

」
が
あ
る
と
い
う
面
で
す
。

個
の
個
性
は
、
類
に
も
普
遍
し
な
い
、
部
分
に
も
普
遍
し
な
い
、
個
の
性
格
で
す
。

豊
臣
秀
吉
と
い
う
個
の
個
性
、
人
間
と
い
う
類
に
も
普
遍
し
な
い
、
日
本
人
と
い
う

部
分
に
も
普
遍
し
な
い
、
個
の
性
格
と
し
て
、
た
と
え
ば
「
尾
張
の
下
層
民
出
身
な
が

ら
太
閤
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
出
世
し
た
日
本
人
」
が
あ
り
ま
す
。

類
の
普
遍
性
と
部
分
・
個
の
普
遍
面
を
反
映
す
る
語
が
、
普
遍
語
で
す
。
普
遍
語
は
、
類

の
反
映
ま
た
は
部
分
の
反
映
ま
た
は
個
の
反
映
で
す
。

「
人
間
」
に
も
「
日
本
人
と
い
う
人
間
」
に
も
「
豊
臣
秀
吉
と
い
う
人
間
」
に
も
た

①

②

③

と
え
ば
「
直
立
二
足
歩
行
し(

以
下
同
じ)

」
と
い
う
普
遍
性
・
普
遍
面
を
反
映
す
る
「
人

間
」
と
い
う
普
遍
語
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
①
は
類
の
反
映
、
②
は
部
分
の
反
映
、

③
は
個
の
反
映
で
す
。

部
分
の
特
殊
性
と
個
の
特
殊
面
を
反
映
す
る
語
が
、
特
殊
語
で
す
。
特
殊
語
は
、
部
分
の

反
映
ま
た
は
個
の
反
映
で
す
。

「
日
本
人
」
に
も
「
豊
臣
秀
吉
と
い
う
日
本
人
」
に
も
た
と
え
ば
「
縄
文
時
代
か
ら

①

②

(

以
下
同
じ)

」
と
い
う
特
殊
性
・
特
殊
面
を
反
映
す
る
「
日
本
人
」
と
い
う
特
殊
語
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
①
は
部
分
の
反
映
、
②
は
個
の
反
映
で
す
。

個
の
個
性
を
反
映
す
る
語
が
、
個
語
で
す
。
個
語
は
、
個
の
反
映
で
す
。

「
豊
臣
秀
吉
」
は
た
と
え
ば
「
尾
張
の
下
層
民(

以
下
同
じ)

」
と
い
う
個
性
を
反
映

す
る
個
語
で
あ
り
、
個
の
反
映
で
す
。

生
体
自
分
と
脱
生
体
自
分

認
識
す
る
自
分
に
は
、
生
体
自
分
と
脱
生
体
自
分
が
あ
り
ま
す
。
脱
生
体
自
分
は
、
認
識

じ
た
い
と
い
う
存
在
で
す
。
生
体
自
分
の
感
覚
か
ら
脱
し
、
架
空
の
存
在
を
も
、
類
や
部
分

と
い
う
存
在
を
も
、
認
識
す
る
自
分
が
、
脱
生
体
自
分
で
す
。
脱
生
体
自
分
は
、
生
体
自
分

を
、
体
外
の
存
在
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
目
漱
石
は
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
執
筆
に
お
い
て
猫
と
い
う
脱
生
体
自
分
に
な

り
、
猫
と
い
う
脱
生
体
自
分
の
生
活
記
録
と
し
て
、
当
時
の
知
識
人
を
風
刺
し
ま
し
た
。

体
詞
・
静
詞
・
動
詞
・
関
係
詞
・
静
辞
・
動
辞

体
外
の
存
在
や
認
識
じ
た
い
と
い
う
存
在
に
は
、
実
体
と
静
的
属
性
と
動
的
属
性
と
関
係

が
あ
り
ま
す
。
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実
体
を
反
映
す
る
語
が
、
体
詞
で
す
。
静
的
属
性
を
反
映
す
る
語
が
、
静
詞
で
す
。
動
的

属
性
を
反
映
す
る
語
が
、
動
詞
で
す
。
関
係
を
反
映
す
る
語
が
、
関
係
詞
で
す
。

日
本
語
の
形
式
論
に
お
い
て
主
に
「
名
詞
」
「
形
容
詞
」
「
動
詞
」
と
規
定
さ
れ
て
き

た
も
の
を
内
容
論
と
し
て
規
定
し
直
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

体
内
の
存
在
に
は
、
静
的
存
在
と
動
的
存
在
が
あ
り
ま
す
。

体
内
の
静
的
存
在
を
反
映
す
る
語
が
、
静
辞
で
す
。
体
内
の
動
的
存
在
を
反
映
す
る
語
が
、

動
辞
で
す
。
日
本
語
の
形
式
論
に
お
い
て
主
に
「
助
詞
」
「
助
動
詞
」
と
規
定
さ
れ
て
き
た
も
の

を
内
容
論
と
し
て
規
定
し
直
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
語
の
形
式
論
に
お
い
て
「
形
容
動
詞
」
「
代
名
詞
」
「
連
体
詞
」
「
副
詞
」
「
接
続

詞
」
「
感
動
詞
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
き
た
も
の
も
以
上
の
体
詞
・
静
詞
・
動
詞
・
関

係
詞
・
静
辞
・
動
辞
と
い
う
語
分
類
ま
た
は
そ
れ
ら
を
組
み
あ
わ
せ
た
句
と
し
て
規
定

し
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
論
は
た
と
え
ば
日
本
語
の
内
容
論
の
解
放
で
す
。

言
語
は
主
体
語
か
ら
客
体
語
へ
動
辞
・
静
辞
・
関
係
詞
・
動
詞
・
静
詞
・
体
詞
の
模
様
で

す
。
こ
の
模
様
を
立
体
的
論
理
的
に
表
現
す
る
情
報
分
類
構
造
が
わ
た
く
し
の
理
想
で
す
。

時
間
と
空
間

世
界
に
は
時
間
と
空
間
が
あ
り
ま
す
。
世
界
は
時
間
と
空
間
の
統
一
で
す
。

時
間
に
は
過
去
と
現
在
と
未
来
が
あ
り
ま
す
。

現
在
に
は
直
接
現
在
と
媒
介
現
在
が
あ
り
ま
す
。

直
接
現
在
は
認
識
す
る
自
分
が
直
接
に
世
界
の
現
在
に
い
る
場
合
の
現
在
で
す
。

媒
介
現
在
は
認
識
す
る
自
分
が
脱
生
体
自
分
と
し
て
世
界
の
現
在
に
い
る
と
は
限
ら
な
い

場
合
の
現
在
で
す
。
脱
生
体
自
分
の
自
由
な
移
行
に
媒
介
さ
れ
た
現
在
で
す
。

媒
介
現
在
に
は
過
去
的
現
在
と
未
来
的
現
在
と
普
遍
的
現
在
が
あ
り
ま
す
。

過
去
的
現
在
は
認
識
す
る
自
分
が
脱
生
体
自
分
と
し
て
世
界
の
過
去
に
い
る
場
合
の
現
在

で
す
。
未
来
的
現
在
は
認
識
す
る
自
分
が
脱
生
体
自
分
と
し
て
世
界
の
未
来
に
い
る
場
合
の
現
在

で
す
。
普
遍
的
現
在
は
認
識
す
る
自
分
が
脱
生
体
自
分
と
し
て
世
界
の
過
去
に
も
現
在
に
も
未
来

に
も
普
遍
的
に
い
る
場
合
の
現
在
で
す
。

世
界
の
過
去
は
追
想
な
い
し
予
想
な
い
し
空
想
な
い
し
仮
定
し
ま
す
。

世
界
の
未
来
は
予
想
な
い
し
空
想
な
い
し
仮
定
な
い
し
意
図
し
ま
す
。

世
界
の
現
在(

直
接
現
在)

は
確
認
な
い
し
予
想
な
い
し
空
想
な
い
し
仮
定
な
い
し
意
志

し
ま
す
。

現
在
と
す
る
世
界
の
過
去(

過
去
的
現
在)

や
現
在
と
す
る
世
界
の
未
来(

未
来
的
現
在)
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や
現
在
と
す
る
世
界
の
普
遍(

普
遍
的
現
在)

も
、
確
認
な
い
し
予
想
な
い
し
空
想
な
い
し

仮
定
な
い
し
意
志
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

時
間
に
は
時
期
な
い
し
時
刻
が
あ
り
ま
す
。
時
間
は
各
時
期
な
い
し
各
時
刻
の
ま
と
ま
り

で
す
。
世
界
の
各
時
期
な
い
し
各
時
刻

(

直
接
現
在
ま
た
は
過
去
的
現
在
ま
た
は
未
来
的
現
在)

に
お
い
て
空
間
が
あ
り
ま
す
。

空
間
に
は
位
置
が
あ
り
ま
す
。
空
間
は
各
位
置
の
ま
と
ま
り
で
す
。

世
界
は
時
間
と
空
間
の
統
一
で
す
。
そ
し
て
過
去
か
ら
現
在
、
現
在
か
ら
未
来
へ
、
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
歴
史
に
は
過
程
が
あ
り
、
歴
史
は
各
過
程
の
統
一
で
す
。
歴
史
に
お
け
る
各

過
程
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
生
成
が
あ
り
発
展
が
あ
り
消
滅
が
あ
り
ま
す
。
過
程
の
発
展
は
す
な

わ
ち
運
動
で
す
。

「
い
づ
れ
の
御

時
に
か
」(

紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
冒
頭)

。
『
源
氏
物
語
』
は
日
本

お
ほ
ん
と
き

語
に
よ
る
時
代
観
・
自
然
観
・
女
性
男
性
観
の
表
現
の
代
表
で
す
。

か
ず
と
質
と
量
と
か
ず
量

体
外
の
存
在
や
認
識
じ
た
い
と
い
う
存
在
の
う
ち
、
実
体
の
集
り
に
は
か
ず
が
あ
り
ま
す
。

か
ず
は
実
体
の
集
り
ぐ
あ
い(

実
体
に
お
け
る
関
係)

で
す
。

体
外
の
存
在
や
認
識
じ
た
い
と
い
う
存
在
の
う
ち
、
静
的
属
性
は
す
な
わ
ち
質
で
す
。
質

に
は
、
質
の
類
と
部
分
と
個
が
あ
り
ま
す
。
質
の
部
分
の
特
殊
性
・
個
の
特
殊
面
や
個
の
個

性
が
、
量(

静
的
属
性
に
お
け
る
関
係)

で
す
。

人
間
は
量
を
主
体
的
に
感
覚
・
表
象
で
き
ま
す
が
客
観
的
な
計
測
を
介
し
て
量
を
単
位
の

か
ず
と
し
て
論
理
的
に
概
念
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
単
位
の
か
ず
と
し
て
論
理
的
に
概
念

し
た
量
を
か
ず
量
と
呼
び
ま
す
。
量
に
か
ず
が
浸
透
し
た
、
か
ず
的
な
量
で
す
。
連
続
な
量

を
不
連
続
な
か
ず
量
と
し
て
論
理
的
に
把
握
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

物
理
学
に
て
着
目
す
る
量
の
基
本
は
時
間
・
距
離
・
質
量
で
す
。
た
と
え
ば
、
「
10

秒
」
「

メ
ー
ト
ル
」「

キ
ロ
グ
ラ
ム
」
。

20

30

論
理

世
界
に
は
現
象
が
あ
り
現
象
の
奥
に
構
造
が
あ
り
構
造
の
奥
に
本
質
が
あ
り
ま
す
。

世
界
は
現
象
・
構
造
・
本
質
の
統
一
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
諸
論
理
の
統
一
で
す
。

論
理
は
、
人
間
が
認
識
全
体
を
ま
と
め
や
す
い
よ
う
に
認
識
し
た
、
対
象
に
お
け
る
関
係

で
す
。
論
理
に
は
絶
対
の
論
理
と
矛
盾
す
る
論
理
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
っ
た
い

絶
対
の
論
理
は
、
対
象
に
つ
い
て
の
概
念
に
そ
れ
と
対
立
す
る
概
念
が
と
も
な
わ
な
い
よ

う
に
認
識
し
た
、
対
象
に
お
け
る
関
係
で
す
。
す
な
わ
ち
、
対
立
す
る
概
念
を
絶
す
る
よ
う

に
認
識
し
た
、
対
象
に
お
け
る
関
係
で
す
。
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絶
対
の
論
理
は
、
変
化
し
な
い
対
象
に
お
い
て
の
み
、
存
在
し
ま
す
。

一
方
、
変
化
す
る
対
象
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
対
象
に
つ
い
て
の
概
念
に
こ
れ
と
対
立
す

る
概
念
が
と
も
な
う
よ
う
に
認
識
し
て
こ
そ
、
対
象
に
お
け
る
関
係
を
客
観
的
に
把
握
で
き

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
む
し
ろ
矛
盾
す
る
概
念
が
あ
い
と
も
な
う
よ
う
に
認
識
し
て
こ
そ
、
対

象
に
お
け
る
関
係
を
客
観
的
に
把
握
で
き
ま
す
。

変
化
す
る
対
象
に
お
い
て
は
、
絶
対
の
論
理
で
な
く
、
む
し
ろ
矛
盾
す
る
論
理
が
、
客
観

的
に
存
在
し
ま
す
。

こ
と
わ
ざ
「
万
物
流
転
」
「
諸
行
無
常
」
「
楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
」
「
会
う
は
別
れ
の
は

じ
め
」
「
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
。

矛
盾
す
る
論
理

矛
盾
す
る
論
理
の
本
質
は
、
何
か
で
あ
る
と
と
も
に
そ
れ
で
な
い
、
で
す
。

や
や
具
体
的
に
は
、
あ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
そ
れ
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
、
で
す
。

あ
る
も
の
と
対
立
す
る
も
の
が
統
一
さ
れ
て
い
る
、
対
立
し
あ
う
も
の
が
統
一
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
る
も
の
と
対
立
す
る
も
の
は
、
調
和
し
た
り
、
闘
争
し
た
り
し
ま
す
。(

対
立
し
あ
う

も
の
の
調
和
・
対
立
し
あ
う
も
の
の
闘
争)

こ
と
わ
ざ
「
一
石
二
鳥
」
か
「
あ
ぶ
は
ち
と
ら
ず
」
か
。
「
な
ん
じ
の
敵
を
愛
せ
」

か
「
目
に
は
目
」
か
。

長
期
的
大
局
的
に
は
、
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
対
立
す
る
も
の
と
の
連
関
に
お
い
て
、
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
あ
る
も
の
は
、
そ
れ
に
対
立
す
る
も
の
と
の
連
関
を
理
解
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
と
も
に
理
解
で
き
ま
す
。
対
立
す
る
も
の
と
の
連
関
に
つ
い
て
の
理
解
を
媒
介
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
と
も
に
理
解
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、
あ
る
も
の
の
理

解
は
、
そ
れ
に
対
立
す
る
も
の
の
理
解
に
よ
り
媒
介
さ
れ
る
、
と
表
現
し
ま
す
。
逆
に
、
対

立
す
る
も
の
の
理
解
が
あ
る
も
の
の
理
解
を
媒
介
す
る
、
と
表
現
し
ま
す
。(

媒
介
と
い
う

論
理)

英
語
は
、
そ
れ
に
対
立
す
る
た
と
え
ば
日
本
語
と
の
連
関
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ま
と
も
に
理
解
で
き
ま
す
。
英
語
論
は
、
日
本
語
論
に
よ
り
媒
介
さ
れ
ま
す
。
日
本
語

論
が
英
語
論
を
媒
介
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
意
味
の
歴
史
に
お
い
て
、
あ
る
も
の
か
ら
、
い
っ
た
ん
そ
れ
に
対
立
す
る
も
の

へ
移
行
し
、
さ
ら
に
も
と
の
も
の
へ
移
行
す
る
、
と
い
う
論
理
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
も
の
が
、

い
っ
た
ん
対
立
す
る
も
の
と
な
り(

す
な
わ
ち
あ
る
も
の
の
否
定)

、
さ
ら
に
も
と
の
も
の
と

な
る
こ
と
に
よ
り
発
展
す
る(

す
な
わ
ち
さ
ら
に
対
立
す
る
も
の
の
否
定)

、
と
い
う
論
理
が

あ
り
ま
す
。(

否
定
の
否
定
と
い
う
論
理)

こ
と
わ
ざ
「
急
が
ば
ま
わ
れ
」
。
目
標
へ
の
取
組
み
が
、
い
っ
た
ん
別
の
準
備
へ
の

取
組
み
と
な
り
、
さ
ら
に
も
と
の
目
標
へ
の
取
組
み
と
な
る
こ
と
に
よ
り
発
展
す
る
。
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一
方
、
あ
る
も
の
じ
た
い
が
、
そ
れ
に
対
立
す
る
も
の
の
性
格
を
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
あ
る
も
の
は
、
直
接
に
、
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
、

と
表
現
し
ま
す
。(

矛
盾
す
る
論
理
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
直
接
と
い
う
論
理)
こ
と
わ
ざ
「
長
所
は
短
所
」。
長
所
は
、
直
接
に
、
短
所
で
あ
る
。

あ
る
も
の
の
理
解
が
そ
れ
に
対
立
す
る
も
の
の
理
解
に
よ
り
媒
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ

の
あ
る
も
の
が
直
接
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
く
、
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
あ
る
も
の
に
対
立
す
る
も
の
が
浸
透
す
る
、
と
表
現
し
ま

す
。(

媒
介
と
い
う
論
理
と
直
接
と
い
う
論
理
が
統
一
さ
れ
て
い
る
、
浸
透
と
い
う
論
理)

生
産
論
が
消
費
論
に
よ
り
媒
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
産
が
直
接
に
消
費
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
く
。(

生
産
は
生
産
手
段
と
労
働
力
の
消
費
で
す
。)

生
産

に
消
費
が
浸
透
し
ま
す
。
消
費
論
が
生
産
論
に
よ
り
媒
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
消
費
が

直
接
に
生
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
く
。(

消
費
は
労
働
力
の
生
産
で

す
。)

消
費
に
生
産
が
浸
透
し
ま
す
。

あ
る
も
の
に
関
係
し
て
い
る
量
が
変
化
す
る
と
、
あ
る
も
の
が
そ
っ
く
り
対
立
す
る
も
の

と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
量
が
変
化
す
る
と
、
あ
る
も
の
が
対
立
す

る
も
の
に
転
化
す
る
、
と
い
う
論
理
で
す
。
こ
れ
は
、
量
の
変
化
に
つ
れ
て
、
質
が
変
化
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。(

転
化
と
い
う
論
理
、
あ
る
い
は
量
質
転
化
と
い
う
論
理)

こ
と
わ
ざ
「
ち
り
も
つ
も
れ
ば
山
と
な
る
」
。
つ
も
る
量
が
変
化
す
る
と
、
軽
い
ち

り
が
重
い
山
に
転
化
す
る
。

あ
る
も
の
の
形
式
が
対
立
す
る
も
の
の
形
式
に
な
る
と
と
も
に
、
も
と
の
あ
る
も
の
の
内

容
は
そ
れ
な
り
に
保
存
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
内
容
が
形
式
を
転
化
さ
せ
て

そ
れ
な
り
に
保
存
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
古
い
内
容
と
形
式
が

新
し
い
内
容
と
形
式
に
止
揚
さ
れ
る
、
と
表
現
し
ま
す
。
こ
う
い
う
変
化
を
人
間
の
意
志
に

し

よ

う

よ
り
お
こ
す
場
合
は
、
古
い
内
容
と
形
式
を
新
し
い
内
容
と
形
式
に
止
揚
す
る
、
と
表
現
し

ま
す
。(

止
揚
と
い
う
論
理)

諸
国
家
の
公
務
形
式
が
調
和
人
間
社
会
の
公
務
形
式
に
な
る
と
と
も
に
、
諸
国
家
の

公
務
内
容
は
そ
れ
な
り
に
保
存
さ
れ
る
、
と
い
う
理
想
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
諸
国
家

公
務
の
内
容
と
形
式
を
調
和
人
間
社
会
公
務
の
内
容
と
形
式
に
止
揚
す
る
、
と
い
う
理

想
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

矛
盾
す
る
論
理
を
解
明
す
る
と
き
は
、
あ
る
も
の
と
対
立
す
る
も
の
の
区
別
を
理
解
す
る

と
と
も
に
、
あ
る
も
の
と
対
立
す
る
も
の
の
連
関
を
理
解
し
ま
す
。
あ
る
も
の
と
対
立
す
る

も
の
の
区
別
と
連
関
を
理
解
し
ま
す
。

絶
対
の
論
理

生
産
・
政
治
・
思
想
に
お
け
る
説
明
・
説
得
の
た
め
、
世
界
の
変
化
し
な
い
一
部
分
に
つ

い
て
表
現
し
続
け
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
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そ
の
際
、
変
化
し
な
い
対
象
に
つ
い
て
「
い
く
つ
か
の
判
断
が
真
理
ま
た
は
誤
謬
な
ら
そ

れ
ら
を
組
み
あ
わ
せ
た
こ
う
い
う
推
論
は
必
ず
真
理
ま
た
は
誤
謬
で
あ
る
。
」
と
い
う
推
論

法
則
も
、
よ
く
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
は
た
だ
し
、
絶
対
の
論
理
の
把
握
と
表
現
で
す
。

井
沢
元
彦
氏
の
提
案
を
『
日
本
史
集
中
講
義
』(

文
献

)
p355

～6

か
ら
引
用
し

33

ま
す
。
「
日
本
は
、
あ
る
意
味
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
国
内
向
け
と
国
外
向
け
に
使
い
分
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
自
己
主
張
す
る
の
は
、
わ
が
ま
ま
だ
と
い
う
捉
え
方
を
さ
れ
、
悪
い
こ
と

だ
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
海
外
で
は
自
己
主
張
し
な
け
れ
ば
、
一
日
も
や
っ
て
い
け
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
中
国
で
あ
ろ
う
と
、
ア
メ
リ
カ
で
あ
ろ
う
と
同
じ
で
す
。」

認
識
と
推
論

認
識
に
は
感
覚
と
表
象
と
概
念
が
あ
り
ま
す
。
概
念
に
は(

非
判
断)

概
念
と(

非
推
論)

判
断
と
推
論
が
あ
り
ま
す
。
判
断
は
特
殊
な
概
念
で
あ
り
推
論
は
特
殊
な
判
断
で
す
。

ま
ず
、
表
象
の
調
和
を
求
め
る
認
識
が
あ
り
ま
す
。
日
本
語
人
が
好
む
認
識
で
す
。

日
本
語
人
が
好
む
、
表
象
の
調
和
を
求
め
る
認
識
を
体
系
的
に
す
る
べ
く
、
民
族
地

理
学
者
の
川
喜
田
二
郎
氏
が
「
Ｋ
Ｊ
法
」
を
創
始
し
ま
し
た
。(
『
川
喜
田
二
郎
著
作

集
』
な
ど
参
照)

「
Ｋ
Ｊ
法
」
は
、
自
分
の
未
知
の
世
界
に
取
材
し
諸
現
象
か
ら
そ
の

奥
に
あ
る
構
造
を
把
握
し
て
い
く
た
め
の
、
事
務
と
思
索
の
技
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に

わ
ざ

わ
た
く
し
は
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
変
化
す
る
対
象
に
つ
い
て
対
立
す
る
も
の
の
区
別
と
連
関
を
解
明
し
て
い
く
概
念

↓
判
断
↓
推
論
が
あ
り
ま
す
。
矛
盾
論
理
学
の
推
論
で
す
。

次
に
、
変
化
し
な
い
対
象
に
つ
い
て
対
立
す
る
も
の
を
絶
す
る
概
念
↓
判
断
↓
推
論
が
あ

り
ま
す
。
絶
対
論
理
学
の
推
論
で
す
。

最
後
に
、
す
で
に
把
握
し
た
本
質
論
か
ら
構
造
論
へ
構
造
論
か
ら
現
象
論
へ
展
開
し
て
い

く
概
念
↓
判
断
↓
推
論
が
あ
り
ま
す
。

本
質
論
↓
構
造
論
↓
現
象
論
と
展
開
す
る
概
念
↓
判
断
↓
推
論
が
学
問
体
系
の
理
想

で
す
。

人
間
に
よ
る
認
識
が
現
実
の
世
界
を
正
し
く
反
映
し
て
い
る
か
否
か
。
正
し
く
反
映
し
て

い
れ
ば
そ
の
認
識
は
真
理
で
あ
り
正
し
く
反
映
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
そ
の
認
識
は
そ

の
部
分
に
お
い
て
誤
謬
で
す
。

学
問
に
お
い
て
た
と
え
ば
「
電
圧
値
と
電
流
値
は
比
例
す
る
。
」
と
い
う
認
識
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
一
定
の
条
件
を
は
ず
れ
る
と
「
電
圧
値
と
電
流
値
が
比
例
し
な
い
。
」

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
電
圧
値
と
電
流
値
は
比
例
す
る
。
」
と
い
う
認
識
が
真
理
で
あ
る
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の
は
世
界
の
う
ち
一
定
の
条
件
を
満
す
限
ら
れ
た
範
囲
を
対
象
と
す
る
場
合
の
み
で

す
。
そ
の
限
ら
れ
た
範
囲
を
対
象
と
し
て
「
電
圧
値
と
電
流
値
は
比
例
す
る
。
」
と
い

う
認
識
は
絶
対
的
真
理
で
す
。

一
般
に
あ
る
認
識
が
絶
対
的
真
理
で
あ
る
た
め
に
は
認
識
対
象
と
し
て
そ
の
適
用
範
囲
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
一
般
に
い
か
に
真
理
ら
し
い
認
識
で
あ
っ
て
も
一
定
の
適
用
範
囲
が
あ
り
適
用

範
囲
か
ら
逸
脱
し
な
け
れ
ば
絶
対
的
真
理
で
あ
り
適
用
範
囲
か
ら
逸
脱
す
る
と
逸
脱
し
た
部

分
に
お
い
て
誤
謬
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
一
般
に
真
理
ら
し
い
認
識
は
す
べ
て
「
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
真
理
で
あ
る
。
」
と
い
う
相
対
的
真
理
な
の
で
す
。

人
間
の
主
体
性
の
発
達
は
す
な
わ
ち
健
康
平
和
な
現
実
論
の
発
達
で
す
。

現
実
論
は
以
下
の
よ
う
に
発
達
さ
せ
ま
す
。

人
間
に
よ
る
認
識
は
世
界
の
各
分
野
の
現
象
・
構
造
・
本
質
に
対
し
て
未
知
あ
る
い
は
架

空
論
を
有
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
認
識
の
ま
ま
に
感
覚
的
に
か
表
象
的
に

か
概
念
的
に
か
世
界
の
問
題
部
分
に
対
し
て
予
想
し
予
想
の
正
否
を
実
験
な
い
し
は
実
践
に

よ
り
確
認
し
ま
す
。
そ
う
し
て
し
だ
い
に
未
知
を
既
知
に
し
架
空
論
を
現
実
論
に
再
編
し
て

い
き
ま
す
。
現
実
論
は
予
想
実
験
に
よ
り
発
達
さ
せ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
現
実
論
を
発
達
さ
せ
る
過
程
を
健
康
平
和
に
進
め
ま
す
。
そ
れ
が
人
間
の

主
体
性
で
す
。

こ
と
わ
ざ
「
論
よ
り
証
拠
」。

目
的
と
意
志
と
規
範

人
間
は
世
界
の
未
来
な
い
し
現
在
に
対
し
、
認
識
に
よ
る
体
内
の
調
整
を
と
も
な
い
、
目

的
と
い
う
認
識
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
目
的
を
実
現
す
る
過
程
が
意
志
で
す
。

意
志
は
認
識
の
過
程
で
あ
り
、
目
的
を
実
現
す
る
過
程
で
す
。

人
間
は
、
自
分
の
主
体
的
な
意
志
を
脱
生
体
自
分
に
よ
り
反
省
し
、
客
観
的
に
調
整
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
認
識
が
規
範
で
す
。
規
範
は
、
認
識
を
認
識
に
よ
り
調
整
す
る
こ

と
で
あ
り
、
自
分
の
主
体
的
な
意
志
の
客
観
的
な
調
整
で
す
。

言
語

表
現
に
は
表
現
者
が
対
象
を
認
識
し
て
表
現
し
た
と
い
う
過
去
の
関
係
が
あ
り
ま
す
。

表
現
内
容
は
そ
の
表
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
表
現
者
の
過
去
の
認
識
で
す
。

言
語
は
特
殊
な
表
現
で
あ
り
主
に
音
声
言
語
と
文
字
言
語
が
あ
り
ま
す
。

言
語
に
は
言
語
者
が
対
象
を
認
識
し
標
準
概
念
化
し
て
言
語
し
た
と
い
う
過
去
の
関
係
が

あ
り
ま
す
。

言
語
内
容(

意
味)

は
そ
の
言
語
に
つ
な
が
っ
て
い
る
言
語
者
の
過
去
の
認
識
で
す
。

音
声
言
語
に
お
い
て

(

感
覚
を
超
え
た)

標
準
概
念
の
列
に

(

感
覚
さ
れ
る
音
声
を
超
え
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た)

音
声
の
種
類(

＝
音
韻)

の
列
を
物
質
的
像
と
し
て
つ
な
ぐ
社
会
的
な
規
範
が
、
音
声
言

語
規
範
で
す
。
音
声
言
語
に
は(

感
覚
さ
れ
る
音
声
に
お
い
て)

音
楽
的
表
現
も
と
も
な
い

ま
す
。
乳
児
・
幼
児
に
は
ま
ず
、
養
育
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
音
楽
的
や
身
ぶ
り
的
な
表

情
や
表
現
の
反
復
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
土
台
に
お
い
て
し
だ
い
に
言
語

(

と
く
に

音
韻)

模
倣
表
現
や
言
語
表
現
が
発
達
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
生
活
の
時
間

空
間
内
の
感
覚
・
表
象
を
土
台
と
し
て
し
だ
い
に
概
念
が
発
達
し
て
い
き
ま
す
。

文
字
言
語
に
お
い
て

(
感
覚
を
超
え
た)

標
準
概
念
の
列
に

(

感
覚
さ
れ
る
文
字
を
超
え

た)

文
字
の
種
類(

＝
字
韻)
の
列
を
物
質
的
像
と
し
て
つ
な
ぐ
社
会
的
な
規
範
が
、
文
字
言

語
規
範
で
す
。
文
字
言
語
に
は

(
感
覚
さ
れ
る
文
字
に
お
い
て)

絵
画
的
表
現
も
と
も
な
い

ま
す
。
言
語
は
語
↓
句
↓
節
↓
文
↓
文
章
と
し
て
構
成
さ
れ
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
語
を
並
べ
る

こ
と
で
す
。
語
と
語
順
で
す
。

言
語
は
、
一
定
の
表
現
状
況
の
も
と
、
語
と
語
順
を
表
現
し
、
ま
た
、
非
言
語
的
表
現(

音

声
言
語
に
と
も
な
う
音
楽
的
表
現
や
文
字
言
語
に
と
も
な
う
記
号
表
現
・
絵
画
的
表
現
・
改

行
段
落
表
現)

に
よ
り
、
言
語
者
が
表
現
し
た
い
概
念
・
表
象
・
感
覚
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

言
語
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
概
念
や
表
象
や
感
覚
は
、
語
の
累
積
と
語
順
と
非
言
語
的

表
現
と
表
現
状
況
に
よ
り
、
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
現
な
い
し
言
語
は
世
界
認
識
の
交
流
や
組
織
を
媒
介
す
る
物
質
的
像
で
す
。
言
語
形
式

に
は
言
語
人
の
世
界
認
識
の
様
式
や
認
識
交
流
の
様
式
が
反
映
し
て
い
ま
す
。

諸
言
語
の
形
式
と
内
容
を
検
討
し
、
諸
言
語
人
が
体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い
の
現
象
・

構
造
・
本
質
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
き
た
か
、
そ
の
認
識
を
ど
の
よ
う
に
交
流
し
あ
っ
て

き
た
か
、
探
究
す
る
。
こ
れ
が
わ
た
く
し
た
ち
の
言
語
的
論
理
学
あ
る
い
は
世
界
学
で
す
。

人
間
社
会
の
認
識
伝
統
は
概
念
の
闘
争
と
調
和
で
あ
り
判
断
の
闘
争
と
調
和
で
あ
り
推
論

の
闘
争
と
調
和
で
あ
り
ま
し
た
。

諸
言
語
形
式
の
発
展
は
生
産
・
交
通
の
発
展
や
呪
術
・
宗
教
・
哲
学
・
政
治
・
現
実
論
の

発
展
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

あ
る
原
言
語
か
ら
あ
る
目
的
言
語
へ
翻
訳
す
る
際
、
原
言
語
の
意
味
と
翻
訳
さ
れ
た

目
的
言
語
の
意
味
を
同
じ
に
し
ま
す
。
と
と
も
に
、
原
言
語
に
は
原
言
語
規
範
の
世
界

観
・
論
理
が
反
映
し
、
翻
訳
さ
れ
た
目
的
言
語
に
は
目
的
言
語
規
範
の
世
界
観
・
論
理

が
反
映
し
て
い
ま
す
。
同
じ
意
味
を
異
る
世
界
観
・
論
理
に
よ
り
表
現
す
る
と
い
う
創

造
で
す
。

日
本
語
の
世
界
観

語(

辞
と
詞)

以
前
に
、
接
頭
ま
た
は
接
尾
す
る
詞
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。
詞
部
と
呼
び

し

ぶ

ま
す
。
詞
ま
た
は
詞
部
に
詞
部
を
合
成
す
る
合
成
詞
が
日
本
語
に
は
多
い
で
す
。
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日
本
語
の
遠
近
関
係
を
表
す
合
成
詞
お
よ
び
省
略
句
は
次
で
す
。

遠
近
関
係
接
頭
「
こ
」
「
そ
」
「
あ
」
「
ど
」
＝
〈
認
識
す
る
自
分
と
の
遠
近
関
係
を

表
す
接
頭
詞
部
〉

抽
象
実
体
接
尾
「
れ
」
＝
〈
抽
象
実
体
を
表
す
接
尾
体
詞
部
〉

合
成
体
詞
「
こ
れ
」
「
そ
れ
」
「
あ
れ
」「
ど
れ
」

抽
象
静
属
接
尾
「
う
」
＝
〈
抽
象
静
的
属
性
を
表
す
接
尾
静
詞
部
〉

合
成
静
詞
「
こ
う
」
「
そ
う
」
「
あ
う
」
「
ど
う
」(

こ
れ
は
日
本
古
語
「
か
う
」
「
さ

あ

う
」
な
ど
と
は
異
る
現
代
的
提
案
で
す
。)

方
向
接
尾
「
ち
ら
」
＝
〈
方
向
を
表
す
接
尾
関
係
詞
部
〉

合
成
関
係
詞
「
こ
ち
ら
」
「
そ
ち
ら
」
「
あ
ち
ら
」
「
ど
ち
ら
」

位
置
接
尾
「
こ
」
＝
〈
位
置
を
表
す
接
尾
関
係
詞
部
〉

合
成
関
係
詞
「
こ
こ
」
「
そ
こ
」
「
あ
そ
こ
」
「
ど
こ
」

あ

こ

省
略
句
「
こ
の
」
「
そ
の
」
「
あ
の
」
「
ど
の
」
↑
合
成
体
詞
「
こ
れ
」
「
そ
れ
」
「
あ

こ

れ

の

そ

れ

の

あ

れ

の

ど

れ

の

れ
」
「
ど
れ
」
＋
静
辞
「
の
」

日
本
語
の
か
ず
に
関
す
る
合
成
詞
は
次
で
す
。

か
ず
詞
「
一
」「
二
」
「
三
」
な
ど
＝
〈
か
ず
を
表
す
関
係
詞
〉

個
実
体
接
尾
「
名
」
「
人
」
「
本
」
「
羽
」
「
匹
」
「
頭
」
「
枚
」
「
個
」
「
箱
」
「
台
」
な

ど
＝
〈
実
体
の
集
り
に
お
い
て
分
野
別
に
個
の
実
体
を
表
す
接
尾
体
詞
部
〉

合
成
体
詞
「
一
名
」「
二
人
」「
三
本
」「
四
羽
」「
五
匹
」「
六
頭
」「
七
枚
」「
八
個
」

ふ

た

り

「
九
箱
」「
十
台
」
な
ど

な
お
、
「
十
年
間
の
苦
労
」
の
「
十
年
」
は
「
年
」
と
い
う
時
間
の
単
位

(
関
係
の

実
体
化)

の
「
十
」
の
集
り
た
る
量
で
す
。
一
方
、
「
平
成
十
年
」
の
「
十
年
」
は
平
成

時
代
の
「
年
」
の
集
り
に
お
い
て
「
十
」
番
目
の
個
の
「
年
」
た
る
時
期(

関
係)
で

す
。
語
は
同
じ
「
十
年
」
で
あ
る
と
と
も
に
認
識
対
象
は
異
り
量
と
時
期
で
す
。

語
の
内
容
は
変
化
し
な
い
と
と
も
に
語
の
連
続
に
お
い
て
音
韻
法
則
な
ど
に
よ
り
語
の
形

式
は
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
内
同
形
変
と
呼
び
ま
す
。

日
本
語
の
形
式
論
に
お
い
て
「
活
用
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
こ

れ
で
す
。

た
と
え
ば
動
詞
「
行
く
」
に
動
詞
「
で
き
る
」
の
内
容
が
浸
透
し
て
形
式
変
化
し
た
動
詞

「
行
け
る
」
が
あ
り
ま
す
。
内
容
浸
透
に
よ
る
形
式
変
化
で
す
か
ら
内
容
浸
透
形
変
と
呼
び

ま
す
。
英
語
な
ど
の
形
式
論
に
お
い
て
「
屈
折
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
多
く
が
こ
れ

で
す
。

日
本
語
の
静
詞
へ
の
接
尾
や
動
辞
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

静
詞
「
辛
い
」

か
ら

様
相
接
尾
「
そ
う
」
＝
〈
様
相
を
表
す
接
尾
静
詞
部
〉
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合
成
静
詞
「
辛
そ
う
」(

「
辛
」
は
「
辛
い
」
の
内
同
形
変)

傾
向
接
尾
「
め
」
＝
〈
傾
向
を
表
す
接
尾
関
係
詞
部
〉

合
成
関
係
詞
「
辛
め
」

量
接
尾
「
さ
」
＝
〈
量
を
表
す
接
尾
関
係
詞
部
〉

合
成
関
係
詞
「
辛
さ
」

実
質
接
尾
「
み
」
＝
〈
実
質
を
表
す
接
尾
体
詞
部
〉

合
成
体
詞
「
辛
み
」

接
尾
「
ら
し
い
」
＝
〈
「
に
ふ
さ
わ
し
い
」
を
表
す
接
尾
静
詞
部
〉

合
成
静
詞
「
達
人
ら
し
い
」
↓
「
達
人
ら
し
い
身
の
こ
な
し
」

省
略
句
「
寒
が
る
」
↑
静
詞
「
寒
い
」
の
内
同
形
変
「
寒
く
」
＋
動
詞
「
あ
る
」

寒

く

あ

る

伝
聞
動
辞
「
そ
う
」
＝
〈
伝
聞
を
表
す
動
辞
〉

「
そ
の
料
理
は
辛
い
そ
う
だ
。
」

推
定
動
辞
「
ら
し
い
」
＝
〈
推
定
を
表
す
動
辞
〉

「
情
報
を
総
合
す
る
と
、
ま
だ
見
ぬ
そ
の
方
は
達
人
ら
し
い
。
」

欲
求
動
辞
「
た
い
」
＝
〈
欲
求
を
表
す
動
辞
〉

「
会
い
た
い
。」

合
成
関
係
詞
「
た
さ
」
↑
欲
求
動
辞
「
た
い
」
の
内
同
形
変
「
た
」
＊
量
接
尾
「
さ
」

「
会
い
た
さ
」

省
略
句
「
た
が
る
」
↑
欲
求
動
辞
「
た
い
」
の
内
同
形
変
「
た
く
」
＋
動
詞
「
あ
る
」

た

く

あ

る

「
会
い
た
が
る
」

断
定
動
辞
「
あ
る
」
＝
〈
断
定
を
表
す
動
辞
〉

予
想
動
辞
「
う
」
＝
〈
予
想
か
ら
の
回
帰
を
表
す
動
辞
〉

省
略
句
「
た
か
ろ
う
」
↑
欲
求
動
辞
内
同
形
変
「
た
く
」
＋
断
定
動
辞
「
あ
る
」
の

た

く

あ

ろ

う

内
同
形
変
「
あ
ろ
」
＋
予
想
動
辞
「
う
」

「
会
い
た
か
ろ
う
。
」

追
想
動
辞
「
た
」
＝
〈
追
想
か
ら
の
回
帰
を
表
す
動
辞
〉

省
略
句
「
た
か
っ
た
」
↑
欲
求
動
辞
内
同
形
変
「
た
く
」
＋
断
定
動
辞
「
あ
る
」
の

た

く

あ

り

た

内
同
形
変
「
あ
り
」
＋
追
想
動
辞
「
た
」

「
会
い
た
か
っ
た
。
」

無
語
記
号
■
＝
〈
語
の
概
念
は
あ
る
と
と
も
に
語
は
省
略
す
る
こ
と
を
示
す
解
説
用

記
号
〉
省
略
句
「
た
が
っ
た
」
↑
欲
求
動
辞
内
同
形
変
「
た
く
」
＋
動
詞
「
あ
る
」
の
内
同

た

く

あ

り

■

た

形
変
「
あ
り
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
追
想
動
辞
「
た
」

「
君
は
会
い
た
が
っ
た
ね
。」

断
定
敬
動
辞
「
ま
す
」
＝
〈
断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
敬
語
〉

「
あ
な
た
は
会
い
た
が
り
ま
し
た
。
」(

「
た
が
り
」
は
省
略
句
「
た
が
る
」
の
内
同
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形
変
、
「
ま
し
」
は
断
定
敬
動
辞
「
ま
す
」
の
内
同
形
変)

意
図
動
辞
「
う
」
＝
〈
意
図
か
ら
の
回
帰
を
表
す
動
辞
〉

「
百
歳
ま
で
生
き
よ
■
う
。
」
の
「
生
き
よ
■
う
」
↑
動
詞
「
生
き
る
」
の
内
同
形

変
「
生
き
よ
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
意
図
動
辞
「
う
」(

「
生
き
る
」

の
「
未
然
形
」
に
「
生
き
よ
」
を
追
加
す
る
と
い
う
提
案
で
す
。)

意
志
動
辞
■
＝
〈
意
志
の
動
辞
の
無
語
〉

「
お
れ
は
必
ず
勝
つ
■
。
」

意
志
敬
動
辞
「
ま
す
」
＝
〈
意
志
を
表
す
敬
語
の
動
辞
〉

「
わ
た
く
し
は
必
ず
勝
ち
ま
す
。
」

確
認
動
辞
「
た
」
＝
〈
確
認
か
ら
の
回
帰
を
表
す
動
辞
〉

「
さ
ぁ
、
朝
青
龍
ま
わ
し
を
と
っ
た
。
」
の
省
略
句
「
と
っ
た
」
↑
動
詞
「
と
る
」

と

り

■

た

の
内
同
形
変
「
と
り
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
確
認
動
辞
「
た
」

断
定
動
辞
「
だ
」
＝
〈
断
定
を
表
す
動
辞
〉

「
き
れ
い
だ
。」
↑
静
詞
「
き
れ
い
」
＋
断
定
動
辞
「
だ
」

断
定
敬
動
辞
「
で
す
」
＝
〈
断
定
動
辞
「
だ
」
の
敬
語
〉

「
美
し
い
で
す
。
」
↑
静
詞
「
美
し
い
」
＋
断
定
敬
動
辞
「
で
す
」

否
定
動
辞
「
な
い
」
＝
〈
否
定
を
表
す
動
辞
〉

「
そ
う
で
な
い
。
」
↑
合
成
静
詞
「
そ
う
」
＋
断
定
動
辞
「
だ
」
の
内
同
形
変
「
で
」

＋
否
定
動
辞
「
な
い
」

否
定
動
辞
「
ぬ
」
＝
〈
否
定
を
表
す
動
辞
〉

ん

「
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。
」
↑
動
詞
「
あ
き
ら
め
る
」
の
内
同
形
変
「
あ
き
ら
め
」
＋

意
志
敬
動
辞
「
ま
す
」
の
内
同
形
変
「
ま
せ
」
＋
否
定
動
辞
「
ん
」

設
問
静
辞
「
か
」
＝
〈
設
問
を
表
す
静
辞
〉

「
金
が
な
い
で
す
か
。
」
↑
体
詞
「
金
」
＋
連
続
静
辞
「
が
」(

後
述)

＋
静
詞
「
な
い
」

＋
断
定
敬
動
辞
「
で
す
」
＋
設
問
静
辞
「
か
」

肯
定
関
係
詞
「
は
い
」
＝
〈
肯
定
を
表
す
関
係
詞
〉

「
は
い
■
。
」
↑
肯
定
関
係
詞
「
は
い
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

「
止
め
ま
す
か
。
」
↑
動
詞
「
止
め
る
」
の
内
同
形
変
「
止
め
」
＋
意
志
敬
動
辞
「
ま

や

す
」
＋
設
問
静
辞
「
か
」

否
定
関
係
詞
「
い
え
」
＝
〈
否
定
を
表
す
関
係
詞
〉

い

い

え

「
い
い
え
■
。」
↑
否
定
関
係
詞
「
い
い
え
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

感
動
動
辞
「
あ
あ
」
＝
〈
感
動
を
表
す
動
辞
〉

「
あ
あ
、
助
っ
た
！
」
↑
感
動
動
辞
「
あ
あ
」
＋
動
詞
「

助

る
」
の
内
同
形
変
「
助

助

り

■

た

た
す
か

り
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
確
認
動
辞
「
た
」

場
合
動
辞
「
ば
」
＝
〈
場
合
を
表
す
動
辞
〉

「
こ
れ
を
飲
め
ば
」
の
「
飲
め
ば
」
↑
動
詞
「
飲
む
」
の
内
同
形
変
「
飲
め
」
＋
場
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合
動
辞
「
ば
」

仮
定
動
辞
「
ら
」
＝
〈
仮
定
を
表
す
動
辞
〉

「
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
な
ら
」
の
「
ほ
ん
と
う
な
ら
」
↑
関
係
詞
「
ほ
ん
と
う
」
＋
断

定
動
辞
「
だ
」
の
内
同
形
変
「
な
」
＋
仮
定
動
辞
「
ら
」

仮
定
関
係
詞
「
も
し
」
＝
〈
仮
定
を
表
す
関
係
詞
〉

「
も
し
宝
く
じ
に
当
っ
た
ら
」
の
「
も
し
～
当
っ
た
ら
」
↑
仮
定
関
係
詞
「
も
し
」

当

り

■

た

～
動
詞
「
当
る
」
の
内
同
形
変
「
当
り
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
確
認

動
辞
「
た
」
＋
仮
定
動
辞
「
ら
」

追
加
静
辞
「
も
」
＝
〈
追
加
を
表
す
静
辞
〉

「
も
し
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
な
ら
」
の
「
も
し
も
～
弾
け
た
な
ら
」
↑
仮
定
関
係
詞

弾

け

■

た

「
も
し
」
＋
追
加
静
辞
「
も
」
～
動
詞
「
弾
け
る
」
の
内
同
形
変
「
弾
け
」
＋
■(

断

定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
確
認
動
辞
「
た
」
＋
断
定
動
辞
内
同
形
変
「
な
」
＋
仮

定
動
辞
「
ら
」

「
五
番
街
へ
行
っ
た
な
ら
ば
」
の
「
な
ら
ば
」
↑
断
定
動
辞
内
同
形
変
「
な
」
＋
仮

行

き

■

た

定
動
辞
「
ら
」
＋
場
合
動
辞
「
ば
」

命
令
動
辞
■
＝
〈
相
手
意
志
へ
の
要
求
の
動
辞
の
無
語
〉

「
必
ず
来
る
こ
と
■
。
」
↑
関
係
詞
「
必
ず
」
＋
動
詞
「
来
る
」
＋
抽
象
体
詞
「
こ

と
」
＋
命
令
動
辞
■

「
起
立
■
！
」
↑
動
的
属
性
の
実
体
化
を
表
す
体
詞
「
起
立
」
＋
命
令
動
辞
■

「
走
れ
■
。
」
↑
動
詞
「
走
る
」
の
内
同
形
変
「
走
れ
」
＋
命
令
動
辞
■

「
行
か
■
な
い
で
■…

」
↑
動
詞
「
行
く
」
の
内
同
形
変
「
行
か
」
＋
■(
断
定
動

辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
否
定
動
辞
「
な
い
」
＋
断
定
動
辞
「
だ
」
の
内
同
形
変
「
で
」

＋
命
令
動
辞
■

制
止
動
辞
「
な
」
＝
〈
相
手
意
志
に
望
ま
な
い
事
態
の
否
定
を
表
す
動
辞
〉

「
こ
こ
か
ら
中
へ
入
る
■
な
。
」
の
「
入
る
■
な
」
↑
動
詞
「
入
る
」
＋
■(

断
定
動

辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
制
止
動
辞
「
な
」

必
然
想
念
動
辞
「
べ
し
」
＝
〈
そ
れ
が
必
然
と
の
想
念
を
表
す
動
辞
〉

「
健
康
平
和
を
祈
る
べ
し
。」

「
環
境
問
題
の
解
決
に
挑
む
べ
き
だ
。
」
の
「
べ
き
だ
」
↑
必
然
想
念
動
辞
「
べ
し
」

の
内
同
形
変
「
べ
き
」
＋
断
定
動
辞
「
だ
」

日
本
語
の
動
詞
へ
の
接
尾
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

加
勢
接
尾
「
せ
る
」
＝
〈
加
勢
を
表
す
接
尾
動
詞
部
〉

さ

せ

る

合
成
動
詞
「
勝
た
せ
る
」
↑
動
詞
「
勝
つ
」
の
内
同
形
変
「
勝
た
」
＊
加
勢
接
尾
「
せ

る
」「
君
を
勝
た
せ
■
て
や
ろ
う
。
」
の
「
勝
た
せ
■
て
」
↑
合
成
動
詞
「
勝
た
せ
る
」

の
内
同
形
変
「
勝
た
せ
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
確
認
動
辞
「
た
」
の
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内
同
形
変
「
て
」

動
詞
「
悲
し
む
」
＝
〈
静
詞
「
悲
し
い
」
と
関
連
し
て
成
立
し
た
動
詞
〉

合
成
動
詞
「
悲
し
ま
せ
る
」
↑
動
詞
「
悲
し
む
」
の
内
同
形
変
「
悲
し
ま
」
＊
加
勢

接
尾
「
せ
る
」

「
わ
た
し
は
あ
な
た
を
悲
し
ま
せ
■
な
い
■
。
」
の
「
悲
し
ま
せ
■
な
い
■
」
↑
合

成
動
詞
「
悲
し
ま
せ
る
」
の
内
同
形
変
「
悲
し
ま
せ
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の

無
語)

＋
否
定
動
辞
「
な
い
」
＋
意
志
動
辞
■

合
成
動
詞
「
教
え
さ
せ
る
」
↑
動
詞
「
教
え
る
」
の
内
同
形
変
「
教
え
」
＊
加
勢
接

尾
「
せ
る
」
の
内
同
形
変
「
さ
せ
る
」

「
教
え
さ
せ
■
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
の
「
教
え
さ
せ
■
て
」
↑
合
成
動
詞
「
教
え

さ
せ
る
」
の
内
同
形
変
「
教
え
さ
せ
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
確
認
動

辞
「
た
」
の
内
同
形
変
「
て
」

本
然
接
尾
「
れ
る
」
＝
〈
本
然
を
表
す
接
尾
動
詞
部
〉

ほ
ん
ね
ん

ら

れ

る

合
成
動
詞
「
や
ら
れ
る
」
↑
動
詞
「
や
る
」
の
内
同
形
変
「
や
ら
」
＊
本
然
接
尾
「
れ

る
」以
下
同
様
、
「
歌
わ
れ
る
」
↑
「
歌
う
」
の
「
歌
わ
」
＊
「
れ
る
」
。
「
叱
ら
れ
る
」

↑
「
叱
る
」
の
「
叱
ら
」
＊
「
れ
る
」
。
「
巻
き
こ
ま
れ
る
」
↑
「
巻
き
こ
む
」
の
「
巻

き
こ
ま
」
＊
「
れ
る
」
。
「
行
か
れ
る
」
↑
「
行
く
」
の
「
行
か
」
＊
「
れ
る
」
。
「
想
わ

れ
る
」
↑
「
想
う
」
の
「
想
わ
」
＊
「
れ
る
」
。「
帰
ら
れ
る
」
↑
「
帰
る
」
の
「
帰
ら
」

＊
「
れ
る
」
。

「
地
震
に
や
ら
れ
た
。
」(

「
や
ら
れ
」
は
「
や
ら
れ
る
」
の
内
同
形
変
。
以
下
同
様
。)

「
こ
の
歌
は
よ
く
歌
わ
れ
ま
し
た
。
」(

「
歌
わ
れ
」
は
「
歌
わ
れ
る
」)

「
い
た
ず
ら

を
し
て
叱
ら
れ
た
。
」(

「
叱
ら
れ
」
は
「
叱
ら
れ
る
」)

「
問
題
に
巻
き
こ
ま
れ
た
。
」(
「
巻

き
こ
ま
れ
」
は
「
巻
き
こ
ま
れ
る
」)

「
ひ
と
り
で
う
ち
ま
で
行
か
れ
る
か
い
。
」「
あ

の
人
の
こ
と
が
気
の
毒
に
想
わ
れ
る
。
」「
西
郷
さ
ん
は
帰
ら
れ
ま
し
た
。
」(

「
帰
ら
れ
」

は
「
帰
ら
れ
る
」)

以
上
は
自
然
・
人
心
・
教
育
・
縁
・
安
定
・
内
面
・
自
律
の
例
で
す
。
本
然
接
尾
「
れ

る
」
こ
そ
は
自
然
か
ら
体
内
ま
で
が
連
続
し
た
日
本
語
ら
し
い
素
朴
な
世
界
観
の
接
尾

動
詞
部
で
す
。

言
語
に
は
学
問
言
語
と
交
流
言
語
が
あ
り
ま
す
。
学
問
言
語
は
人
間
社
会
に
お
い
て
学
問

を
発
達
さ
せ
る
言
語
で
す
。
交
流
言
語
は
人
間
社
会
に
お
い
て
交
流
な
い
し
組
織
を
発
達
さ

せ
る
言
語
で
す
。
日
本
語
の
敬
語
は
交
流
言
語
で
す
。

架
空
論
を
押
し
つ
け
る
権
力
の
上
下
関
係
に
は
反
対
す
る
べ
き
で
す
が
、
自
由
と
平
等
と

健
康
平
和
の
立
場
に
お
い
て
も
現
実
論
の
理
念
・
理
論
・
技
・
規
律
の
高
み
を
め
ざ
す
上
下

わ
ざ

関
係
は
大
切
で
す
。
平
等
は
高
み
を
め
ざ
す
機
会
の
平
等
で
す
。
そ
う
い
う
上
下
関
係
に
お

い
て
日
本
語
の
敬
語
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。
日
本
語
の
敬
語
に
は
敬
意
表
明
と
下
位
表
明
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と
上
位
表
明
が
あ
り
ま
す
。

敬
意
表
明
＝
〈
言
語
理
解
者
が
上
位
者
で
あ
る
こ
と
を
表
す
動
辞
や
句
〉

断
定
動
辞
「
あ
る
」
に
お
け
る
敬
意
表
明

断
定
敬
動
辞
「
ま
す
」

断
定
敬
句
「
ご
ざ
い
ま
す
」
↑
動
詞
「
ご
ざ
る
」
の
内
同
形
変
「
ご
ざ
い
」
＋
断
定

敬
動
辞
「
ま
す
」

意
志
動
辞
■
に
お
け
る
敬
意
表
明

意
志
敬
動
辞
「
ま
す
」

断
定
動
辞
「
だ
」
に
お
け
る
敬
意
表
明

断
定
敬
動
辞
「
で
す
」

下
位
表
明
＝
〈
下
位
者
で
あ
る
こ
と
あ
る
い
は
下
位
者
の
も
の
や
動
作
で
あ
る
こ
と

を
表
す
接
頭
・
接
尾
や
句
〉

詳
細
は
文
献

「
謙
譲
語
」
参
照

24

上
位
表
明
＝
〈
言
語
者
に
対
し
て
上
位
者
で
あ
る
こ
と
あ
る
い
は
上
位
者
の
も
の
や

動
作
で
あ
る
こ
と
を
表
す
接
頭
・
接
尾
や
句
〉

同
「
尊
敬
語
」
参
照

と
て
も
素
朴
な
世
界
観
の
本
然
接
尾
「
れ
る
」
を
英
語
の
形
式
論
に
あ
わ
せ
て
分
析

し
よ
う
と
し
た
た
め
か
、
「
受
身
」
「
可
能
」
「
自
発
」
「
尊
敬
」
と
い
う
機
能
論
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
敬
語
の
上
位
表
明
を
簡
略
に
し
よ
う
と
し
た
た
め
か
、
上
位
表
明
が
、

あ
ま
り
明
確
で
な
い
「
れ
る
」
に
偏
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。
英
語
の
動
辞
「can

」
に

あ
た
る
日
本
語
の
動
辞
が
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
む
し
ろ
本
然
接
尾
「
れ
る
」
こ
そ

は
英
語
人
の
世
界
観
と
日
本
語
人
の
世
界
観
の
区
別
と
連
関
を
解
明
し
て
い
く
た
め
の

糸
口
で
す
。

日
本
語
に
は
、
そ
れ
が
必
然
と
の
想
念
を
表
す
動
辞
「
べ
し
」
が
あ
り
、
加
勢
を
表
す
接

尾
動
詞
部
「
せ
る
」
が
あ
り
、
本
然
を
表
す
接
尾
動
詞
部
「
れ
る
」
が
あ
り
ま
す
。
日
本
語

人
の
世
界
認
識
の
象
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
語
に
は
、
敬
動
辞
「
ま
す
」
「
で
す
」
が
あ
り
、
下
位
表
明
句
「
お
～
す
る
」(

た
と

え
ば
「
お
迎
え
す
る
」)

が
あ
り
、
上
位
表
明
句
「
お
～
に
な
る
」(

た
と
え
ば
「
お
読
み
に

な
る
」)

が
あ
り
ま
す
。(

「
お
～
に
な
る
」
の
「
に
」
は
断
定
動
辞
「
だ
」
の
内
同
形
変)

日
本
語
人
の
認
識
交
流
の
象
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

必
然
想
念
動
辞
「
べ
し
」
と
敬
動
辞
「
ま
す
」「
で
す
」
と
禅
宗
の
生
活
、
加
勢
接
尾
「
せ

る
」
と
下
位
表
明
句
「
お
～
す
る
」
と
法
華
宗
の
「
自
力
」
、
本
然
接
尾
「
れ
る
」
と
上
位

表
明
句
「
お
～
に
な
る
」
と
浄
土
宗
の
「
他
力
」
。
ど
こ
か
し
ら
つ
な
が
っ
て
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。

こ
う
い
う
日
本
語
人
の
認
識
と
、
一
方
、
英
語
の
文
型
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
英
語
人
の
行

動
性
な
い
し
論
理
性
と
の
矛
盾
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
。
こ
れ
が
黒
船
来
航
以
来
の
日
本
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語
人
の
文
化
問
題
で
あ
り
、
未
だ
に
途
上
に
あ
り
ま
す
。
対
象
言
語
論
あ
る
い
は
言
語
的
論

理
学
を
開
拓
す
る
ゆ
え
ん
で
す
。

最
後
に
、
日
本
語
の
交
流
言
語
の
文
末
に
多
い
「
の
」「
よ
」「
ね
」
で
す
。

抽
象
体
詞
「
の
」
＝
〈
前
句
の
認
識
内
容
の
実
体
化
を
表
す
体
詞
〉

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
出
か
け
る
■
の
■
。
」
の
「
■
の
■
」
↑
意
志
動
辞
■
＋
抽

象
体
詞
「
の
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
出
か
け
る
■
」
＝
「
の
」

「
こ
れ
で
い
い
■
の
だ
。
」
の
「
■
の
だ
」
↑
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
抽

象
体
詞
「
の
」
＋
断
定
動
辞
「
だ
」

「
こ
れ
で
い
い
■
」
＝
「
の
」

抽
象
体
詞
「
の
」
は
日
本
語
に
お
い
て
も
っ
と
も
抽
象
的
な
体
詞
で
す
。

伝
達
静
辞
「
よ
」
＝
〈
伝
達
を
表
す
静
辞
〉

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
い
た
よ
。
」

「
ヨ
ノ
ナ
カ
バ
カ
ナ
ノ
■
ヨ
」
の
「
ナ
ノ
■
ヨ
」
↑
断
定
動
辞
内
同
形
変
「
ナ
」
＋

抽
象
体
詞
「
ノ
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)
＋
伝
達
静
辞
「
ヨ
」

「
ヨ
ノ
ナ
カ
バ
カ
ダ
」
＝
「
ノ
」

ナ

同
意
静
辞
「
ね
」
＝
〈
同
意
を
表
す
静
辞
〉

ね
え

「
初
心
な
の
■
ね
え

…

」
の
「
な
の
■
ね
え
」
↑
断
定
動
辞
内
同
形
変
「
な
」
＋

う

ぶ

抽
象
体
詞
「
の
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
同
意
静
辞
「
ね
え
」

「
初
心
だ
」
＝
「
の
」

な

「
幸
せ
に
な
ろ
■
う
ね
。
」
の
「
な
ろ
■
う
ね
」
↑
動
詞
「
な
る
」
の
内
同
形
変
「
な

ろ
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
意
図
動
辞
「
う
」
＋
同
意
静
辞
「
ね
」

日
本
語
と
判
断

言
語
に
は
概
念
単
位
句
が
あ
り
ま
す
。
語
の
概
念
よ
り
句
の
概
念
と
し
て
具
体
的
概
念
を

標
準
化
す
る
場
合
で
す
。
言
語
者
が
表
現
し
た
い
具
体
的
概
念
を
標
準
化
す
る
際
い
く
つ
か

の
標
準
概
念
を
組
み
あ
わ
せ
る
こ
と
が
良
い
場
合
で
す
。

「
研
究
す
る
」
↑
「
研
究
」
＋
「
す
る
」

「
地
球
環
境
問
題
」
↑
「
地
球
」
＋
「
環
境
」
＋
「
問
題
」

「
内
閣
官
房
副
長
官
事
務
」
↑
「
内
閣
」
＋
「
官
房
」
＋
「
副
」
＋
「
長
官
」
＋
「
事

務
」「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
」
↑
「
青
色
」
＋
「
発
光
」
＋
「
ダ
イ
オ
ー
ド
」

言
語
に
は
判
断
構
成
単
位
句
が
あ
り
ま
す
。
判
断
の
教
育
を
す
る
た
め
に
は
た
と
え
ば
判

断
構
成
単
位
句
ご
と
に
日
本
語
の
分
ち
書
き
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
鳥
が
飛
ぶ
時
に
は

空
気
が

動
く
。
」

「
鳥
は

飛
ぶ
時

ど
う
す
る
か
。」
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判
断
構
成
単
位
句
に
は(

非
判
断)

概
念
句
と(

非
推
論)

判
断
句
と
推
論
句
が
あ
り
ま

す
。

(
非
判
断)

概
念
句
は
無
記
号
、

(

非
推
論)

判
断
句
は

記
号
、
推
論
句
は

記
号
を
付
し
ま
す
。

「
試
験
に

落
ち
た
。
」
「
だ
か
ら

勉
強
し
ろ
と

き
び
し
く
い
っ
た
じ
ゃ

な
い

か
。
」
「
準
備
が

完
了
で
す
。
」
「
で
は

は
じ
め
よ
う
。
」

「
お
や
じ
が

怒
っ
て
い
る
。
」
「
で
も

心
配
す
る
こ
と
は

な
い
よ
。
」

体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い
の
統
一
た
る
世
界
に
は
関
係
が
あ
り
ま
す
。
関
係
は
辞
を
含

む
句
・
節
・
文
・
文
章
に
よ
り
説
明
さ
れ
ま
す
。
体
外
や
認
識
じ
た
い
に
あ
る
関
係
を
認
識

す
る
に
も
認
識
す
る
自
分
の
体
内
の
存
在
を
媒
介
と
し
て
認
識
し
ま
す
。
人
間
は
体
外
や
認

識
じ
た
い
に
あ
る
関
係
を
体
内
的
に
認
識
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
ロ
ミ
オ
は

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を

愛
し
■
て
い
ま
す
。
ロ
ミ
オ
を

ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
は

愛
し
■
て
い
ま
す
。
」
＝
生
体
自
分
の
体
外
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
人

間
関
係
を
辞
「
は
」
「
を
」
「
■
」
「
て
」
「
ま
す
」
「
を
」
「
は
」
「
■
」
「
て
」
「
ま
す
」

の
主
体
的
概
念
を
媒
介
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。(
■
は
断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無

語)

た
だ
し
、
英
語
は
動
作
関
係
の
語
順
に
よ
る
表
現
が
発
達
し
て
い
ま
す
。

「R
om

eo

■loves
Juliet.Juliet

■loves
R

om
eo.

」
＝
前
後
の
■

(
断
定
動
辞
「do

」

の
無
語)

の
み
を
媒
介
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

節
と
文
は
判
断
構
成
単
位
句
の
累
積
で
す
。
文
は
日
本
語
の
文
字
言
語
に
お
い
て
主
に
記

号
「
。
」
に
よ
り
区
切
る
言
語
単
位
で
す
。
節
は
判
断
構
成
単
位
句
が
多
い
文
を
内
容
に
お

い
て
区
別
し
た
部
分
で
す
。
文
章
は
文
の
累
積
で
す
。

概
念
・
判
断
・
推
論
が
わ
か
り
や
す
い
文
章
は
文
章
理
解
者
が
語
・
句
・
節
・
文
の
形
式

と
内
容
を
区
別
し
や
す
い
短
期
記
憶
し
や
す
い
文
章
で
す
。
日
本
語
の
文
字
言
語
に
お
い
て

記
号
「
、
」
「
。
」
の
用
い
方
も
大
切
で
す
。

「
竹
中
さ
ん
は

こ
の
道
が
近
い
と

い
っ
た
。
だ
が

信
じ
ら
れ
な
い
。
」

「
竹
中
さ
ん
は

こ
の
道
が
近
い
と

い
っ
た
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
。」

日
本
語
に
お
い
て
、
判
断
構
成
単
位
句
の
あ
り
方
、
文
の
あ
り
方
は
、
微
妙
に
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
語
の
「
は
」
と
「
が
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

普
遍
判
断
用
静
辞
「
は
」
＝
〈
類
の
普
遍
性
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
静
辞
〉

「
梅
は

春
に
咲
く
。
」

梅
と
い
う
類
の
普
遍
性
と
し
て
い
つ
に
咲
く
か
と
い
う
判
断
が
あ
り
ま
す
。

「
梅
は
」
の
「
は
」
は
梅
と
い
う
類
の
普
遍
性
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
静
辞

で
あ
り
「
春
に
咲
く
」
と
い
う
判
断
句
を
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
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「
反
作
用
は

つ
ね
に

作
用
と
方
向
が
反
対
で

大
き
さ
が

等
し
い
。
」

「
反
作
用
は
」
の
「
は
」
は
反
作
用
と
い
う
類
の
普
遍
性
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と

す
る
静
辞
で
あ
り
「
つ
ね
に
」
と
い
う
概
念
句
を
介
し
、
「
作
用
と
方
向
が
反
対
で
」

と
い
う
判
断
句
を
結
び
つ
け
さ
ら
に
「
大
き
さ
が
」
と
い
う
概
念
句
を
介
し
て
「
等
し

い
」
と
い
う
判
断
句
を
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

特
殊
判
断
用
静
辞
「
は
」
＝
〈
部
分
の
特
殊
性
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
静
辞
〉

「
梅
は

咲
い
た
か
、
桜
は

ま
だ
か
い
な
。
」

開
花
が
待
ち
遠
し
い
花
と
い
う
類
に
お
い
て
梅
と
い
う
部
分
と
桜
と
い
う
部
分
が
あ

り
ま
す
。
梅
と
い
う
部
分
の
特
殊
性
と
し
て
開
花
状
況
を
問
う
判
断
が
あ
り
、
桜
と
い

う
部
分
の
特
殊
性
と
し
て
開
花
状
況
を
問
う
判
断
が
あ
り
ま
す
。

「
梅
は
」
の
「
は
」
は
梅
と
い
う
部
分
の
特
殊
性
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
静

辞
で
あ
り
「
咲
い
た
か
」
と
問
う
判
断
句
を
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

「
桜
は
」
の
「
は
」
は
桜
と
い
う
部
分
の
特
殊
性
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
静

辞
で
あ
り
「
ま
だ
か
い
な
」
と
問
う
判
断
句
を
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

「
だ
れ
が
何
と
い
っ
て
も
、
私
は

平
気
だ
。
」

平
気
な
人
も
平
気
で
な
い
人
も
い
る
と
い
う
類
に
お
い
て
私
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま

す
。「
だ
れ
が
何
と
い
っ
て
も
」
と
い
う
概
念
句
を
介
し
、
「
私
は
」
の
「
は
」
は
私
と

い
う
部
分
の
特
殊
性
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
静
辞
で
あ
り
「
平
気
だ
」
と
い
う

判
断
句
を
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

連
続
静
辞
「
が
」
＝
〈
前
の
語
の
概
念
に
あ
と
の
語
の
概
念
を
連
続
さ
せ
る
静
辞
〉

「
わ
が
涙
」(

「
わ
が
」
は
「
わ
れ
が
」
の
省
略
句)

の
「
が
」
は
「
わ
れ
」
の
概
念

に
「
涙
」
の
概
念
を
連
続
さ
せ
る
静
辞
で
す
。

「
目
に
見
る
が
ご
と
く
」
の
「
が
」
は
「
見
る
」
の
概
念
に
「
ご
と
く
」
の
概
念
を

連
続
さ
せ
る
静
辞
で
す
。

「
風
が
吹
い
て
、
木
が
ゆ
れ
る
。
」
「
風
」
の
概
念
に
「
吹
き
」(

「
吹
い
」
は
「
吹

き
」
の
内
同
形
変)

の
概
念
を
連
続
さ
せ
る
静
辞
「
が
」
と
「
木
」
の
概
念
に
「
ゆ
れ

る
」
の
概
念
を
連
続
さ
せ
る
静
辞
「
が
」
で
す
。

「
心
配
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
も

な
か
っ
た
。
」
「
た
」
の
概
念
に
「
そ
れ
」

の
概
念
を
連
続
さ
せ
る
静
辞
「
が
」
で
す
。

静
辞
「
が
」
は
静
辞
「
は
」
と
異
り
、
何
か
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
静
辞
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た
と
え
ば
英
語
の
形
式
論
の
概
念
を
適
用
で
き
な
い
と
て
も

素
朴
な
静
辞
「
が
」
で
す
。

「
象
は

鼻
が
長
い
。
」

象
と
い
う
類
の
普
遍
性
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
静
辞
「
は
」
で
あ
り
「
鼻
が

長
い
」
と
い
う
判
断
句
を
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
判
断
句
に
お
い
て
「
鼻
」
の
概
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念
に
静
詞
「
長
い
」
の
概
念
を
連
続
さ
せ
る
静
辞
「
が
」
で
す
。

「
静
香
は

ス
ケ
ー
ト
が
得
意
で
、
康
介
は

水
泳
が
得
意
だ
。」

静
香
と
康
介
と
い
う
類
に
お
い
て
、
静
香
と
い
う
部
分
の
特
殊
性
に
つ
い
て
判
断
し

よ
う
と
す
る
静
辞
「
は
」
で
あ
り
「
ス
ケ
ー
ト
が
得
意
で
」
と
い
う
判
断
句
を
結
び
つ

け
て
い
ま
す
。
そ
の
判
断
句
に
お
い
て
「
ス
ケ
ー
ト
」
の
概
念
に
関
係
詞
「
得
意
」
の

概
念
を
連
続
さ
せ
る
静
辞
「
が
」
で
す
。
康
介
と
い
う
部
分
の
特
殊
性
に
つ
い
て
判
断

し
よ
う
と
す
る
静
辞
「
は
」
で
あ
り
「
水
泳
が
得
意
だ
」
と
い
う
判
断
句
を
結
び
つ
け

て
い
ま
す
。
そ
の
判
断
句
に
お
い
て
「
水
泳
」
の
概
念
に
関
係
詞
「
得
意
」
の
概
念
を

連
続
さ
せ
る
静
辞
「
が
」
で
す
。

「
～
は

～
が
～
」
こ
そ
は
日
本
語
ら
し
い
文
型(

な
い
し
節
型)

で
す
。

文
章
の
内
容
と
し
て
主
題
と
説
明
の
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

文
章
で
な
く
文
の
内
容
と
し
て
主
題
と
説
明
の
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

文
の
内
容
と
し
て
主
題
と
説
明
の
あ
る
場
合
、
文
の
主
題
を
表
現
し
た
部
分
を
主
部
、
説

明
を
表
現
し
た
部
分
を
述
部
、
と
言
い
ま
す
。

文
に
主
部
と
述
部
が
あ
る
場
合
、
た
と
え
ば
「
～
は

～
で
あ
る
。
」
と
い
う
概
念
規
定

の
文
型
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
特
殊
な
文
型
で
あ
り
、
普
遍
的
な
文
型
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』
＝
夏
目
漱
石
は
、
当
時
最
新
流
行
の
文
型
を
畜
生
に
用
い
、

深
く
か
ら
か
い
ま
し
た
。

英
語
の
判
断
の
慣
習
は
動
作
判
断
〈
わ
れ
と
神
を
中
心
と
す
る
た
れ
ま
た
は
何
が

た
れ

ま
た
は
何
を

ど
う
す
る
。
〉
で
す
。
そ
れ
が
英
語
の
「
主
句

動
作
句

対
象
句
」
と
い

う
文
型
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
英
語
の
他
の
判
断
の
文
も
こ
の
文
型
に
似
せ
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
「
古
池
や

蛙

飛
び
こ
む

水
の
音
」(

芭
蕉)

か
は
づ

あ
る
水
の
音
か
ら
の
底
深
い
情
念
を
訴
え
る
芭
蕉
の
判
断
と
、
英
語
の
動
作
判
断
は
、

も
と
よ
り
異
質
で
す
。

体
内
感
覚
の
対
象
た
る
体
内
を
体
外
で
あ
る
か
の
よ
う
に
認
識
す
る
脱
生
体
自
分
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
脱
生
体
自
分
は
体
内
を
体
外
化
し
た
存
在
に
実
体
と
静
的
属
性
と
動
的
属
性
と

関
係
を
認
識
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
反
映
す
る
語
は
詞
で
す
。

「
あ
い
つ
の
腹
は
わ
か
ら
な
い
。
」
の
「
腹
」
＝
〈
体
内
を
体
外
化
し
た
実
体
を
表

す
体
詞
〉

と
こ
ろ
で
、
わ
た
く
し
は
名
古
屋
生
れ
の
名
古
屋
育
ち
で
あ
り
ま
す
。
名
古
屋
人
は

名
古
屋
こ
と
ば
を
解
す
る
と
い
う
意
味
の
仲
間
う
ち
に
お
い
て
名
古
屋
こ
と
ば
を
解
放

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
人
に
は
名
古
屋
こ
と
ば
を
封
印
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

名
古
屋
こ
と
ば
を
解
さ
な
い
人
は
、
名
古
屋
人
の
そ
う
い
う
腹
の
あ
る
こ
と
を
解
し
て

い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
齋
藤

孝
氏
が
川
端
康
成
の
『
雪
国
』
を
名
古
屋
こ
と
ば
に
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て
朗
読
し
て
も
ら
う
な
ど
の
試
み
を
し
、
美
し
い
名
古
屋
こ
と
ば
の
朗
読
の
あ
る
こ
と

を
、
あ
ら
た
め
て
わ
た
く
し
は
う
れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

『
Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク

声
に
出
し
て
読
み
た
い
方
言
』(

文
献

)

よ
り
引
用
し
ま
す
。

25

「
国

境
の

長

あ
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
と
よ
ー
、
ま
あ
ひ
ゃ
あ
そ
こ
が
雪
国
だ
っ

く
に
ざ
け
ゃ
あ

な
げ
ゃ

ゆ
き
ぐ
に

た
で
か
ん
わ
。
」

理
想

わ
た
く
し
た
ち
は
健
康
平
和
教
育
と
保
健
を
よ
り
正
し
く
よ
り
善
く
よ
り
美
し
く
実
行
し

ま
す
。
健
康
平
和
教
育
と
保
健
を
推
進
す
る
概
念
・
判
断
・
推
論
と
字
韻
・
音
韻
を
育
て
て
い
き

ま
す
。
表
現
は
世
界
の
部
分
を
表
現
し
人
間
の
健
康
平
和
な
交
流
と
組
織
を
推
進
す
る
も
の
で
あ

り
た
い
で
す
。
あ
る
表
現
が
あ
れ
ば
そ
の
表
現
に
表
現
さ
れ
た
世
界
の
部
分
を
で
き
る
限
り

追
認
識
し
ま
す
。

今
あ
り
こ
れ
か
ら
あ
り
た
い
学
問
の
日
本
語
・
生
産
の
日
本
語
・
道
徳
の
日
本
語
・
批
評

の
日
本
語
の
構
造
を
解
明
し
て
と
く
に
日
本
語
伝
統
と
中
国
語
伝
統
と
英
語
伝
統
を
分
類
整

理
し
ま
す
。
今
あ
り
こ
れ
か
ら
あ
り
た
い
日
本
語
の
概
念
・
判
断
・
推
論
と
字
韻
・
音
韻
の

構
造
か
ら
と
く
に
日
本
語
伝
統
・
中
国
語
伝
統
・
英
語
伝
統
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。

過
去
の
労
働
に
連
関
し
て
い
る
生
産
物
の
価
値
や
過
去
の
認
識
に
連
関
し
て
い
る
言
語
の

意
味
を
正
視
す
る
、
価
値
や
意
味
を
正
視
す
る
、
形
式
主
義
で
な
い
内
容
主
義
の
日
本
社
会

な
い
し
人
間
社
会
を
、
わ
た
く
し
た
ち
は
望
み
ま
す
。

自
由
と
平
等
と
健
康
平
和
の
立
場
の
表
現
の
た
め
に
と
く
に
日
本
語
の
長
所
短
所
や
中
国

語
の
長
所
短
所
や
英
語
の
長
所
短
所
を
わ
た
く
し
た
ち
は
自
覚
し
て
い
き
ま
す
。

と
く
に

(

現
在
に
お
い
て
も
っ
と
も
世
界
的
な)

英
語
と

(

言
語
史
に
お
い
て
と
て
も
古

い
素
朴
な)

日
本
語
の
区
別
と
連
関
を
、
内
容
論
と
し
て
現
実
論
と
し
て
研
究
し
て
い
く
こ

と
こ
そ
は
、
日
本
語
人
が
国
際
化
し
て
い
く
た
め
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
研
究
な
の
で
あ
り

ま
す
。
松
本
克
己
氏
は
朝
鮮
語
・
日
本
語
・
ア
イ
ヌ
語
・
ギ
リ
ヤ
ー
ク
語
を
環
日
本
海
言
語

圏
と
分
類
し
、
そ
の
幕
開
け
を
今
か
ら
二
万
年
以
上
前
と
し
て
い
ま
す
。(

文
献

参
26

照)

英
語
に
つ
い
て
も
中
途
半
端
な
形
式
論
な
い
し
機
能
論
、
日
本
語
に
つ
い
て
も
中
途
半
端

な
形
式
論
な
い
し
機
能
論
。
そ
う
い
う
現
状
に
お
い
て
、
日
本
語
人
の
主
体
的
な
国
際
化
が

ま
と
も
に
可
能
で
あ
る
と
は
、
わ
た
く
し
に
は
想
わ
れ
ま
せ
ん
。

わ
た
く
し
自
身
、
ま
だ
人
の
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
日
本
語
人
は
ま
だ
ま
だ
、
英

語
を
日
本
語
流
に
解
釈(

す
な
わ
ち
誤
解)

し
、
一
方
、
日
本
語
の
文
体
を
中
途
半
端

に
英
語
化
し
、
多
少
の
混
乱
が
あ
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。



www.jomaca.join-us.jpより 対象と言語 22／ 29

語
・
句
・
節
・
文
・
文
章
に
よ
る
説
明
・
説
得
の
機
能
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
今
の
言
語
学
や

論
理
学
や
世
界
学
は
、
人
間
の
認
識
発
達
の
生
理
や
認
識
交
流
の
生
理
の
解
明
が
充
分
で
あ

り
ま
せ
ん
。

英
語
の
世
界
観

交
流
言
語
に
お
い
て
、
第
一
者
＝
言
語
者
が
あ
り
、
第
二
者
＝
言
語
理
解
者
が
あ
り
、
第

三
者
＝
環
境
者(

人
ま
た
は
も
の)

が
あ
り
ま
す
。

英
語
の
概
念
の
慣
習
は
〈
第
一
者
・
第
二
者
・
第
三
者
〉
に
着
目
し
そ
れ
ら
に
つ
い

て
表
す
交
流
体
詞
を
細
か
く
表
現
し
ま
す
。

交
流
体
詞
「I,you,he,she,it
」

集
り
形
変
＝
〈
か
ぞ
え
る
実
体
の
体
詞
に
集
り
を
表
す
体
詞
が
浸
透
し
た
内
容
浸
透

形
変
〉(

内
容
は
浸
透
が
あ
る
と
と
も
に
形
式
は
変
化
し
な
い
内
容
浸
透
形
同
を
含
む)

集
り
形
変
交
流
体
詞
「w

e,you,they
」

集
り
形
変
「cow

↓cow
s

」「ox

↓oxen
」
な
ど

所
有
形
変
＝
〈
体
詞
に
所
有
を
表
す
静
辞
が
浸
透
し
た
内
容
浸
透
形
変
〉

所
有
形
変
交
流
体
詞
「m

y,your,his,her,its,our,your,their

」(

静
辞
的
体
詞)

所
有
形
変
「G

eorge

↓G
eorge's

」「today

↓today's
」
な
ど

対
象
形
変
＝
〈
交
流
体
詞
に
動
作
対
象
を
表
す
関
係
詞
が
浸
透
し
た
内
容
浸
透
形
変
〉

(

内
容
浸
透
形
同
を
含
む)

対
象
形
変
交
流
体
詞
「m

e,you,him
,her,it,us,you,them

」(
関
係
詞
的
体
詞)

英
語
の
交
流
体
詞
に
は
、
基
本
形(

集
り
形
変
を
含
む)

・
所
有
形
・
対
象
形
が
あ
り

ま
す
。
自
身
接
尾
「self,

集
り
形
変selves

」
＝
〈
自
身
を
表
す
接
尾
体
詞
部
〉

第
一
者
・
第
二
者
は
交
流
体
詞
所
有
形
と
合
成
体
詞
「m

yself,yourself,ourselves,
yourselves

」

第
三
者
は
交
流
体
詞
対
象
形
と
合
成
体
詞
「him

self,
herself,

itself,
them

selves

」

不
特
定
体
詞
＝
〈
不
特
定
な
人
ま
た
は
も
の
を
表
す
体
詞
〉

人
「w

ho,

所
有
形
変w
hose,

対
象
形
変w

hom
,

w
ho

」
も
の
「w

hat

」
２
以
上
選

択
肢
「w

hich

」
２
選
択
肢
「w

hether

」

遠
近
体
詞
＝
〈I

と
近
い
ま
た
は
遠
い
空
間
関
係
に
あ
る
実
体
ま
た
は
空
間
領
域
を

表
す
体
詞
〉

近
「this,

集
り
形
変these

」
遠
「that,

集
り
形
変those

」

英
語
の
抽
象
的
な
「I

」
に
あ
た
る
日
本
語
と
し
て
は
「
お
れ
」(

孤
立
的)

「
わ
れ
」(

仲

間
も
意
識)

「
ぼ
く
」(

公
僕
も
意
識)

「
わ
た
く
し
」(

公

に
対
す
る

私)

な
ど
す
べ

お
お
や
け

わ
た
く
し

て
素
朴
に
具
体
的
な
情
感
・
情
念
を
と
も
な
う
体
詞
で
す
。

英
語
の
概
念
の
慣
習
は
、
交
流
言
語
に
お
い
て
も
学
問
言
語
に
お
い
て
も
、
か
ぞ
え
る
実
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体
と
か
ぞ
え
な
い
実
体
を
区
別
し
ま
す
。

不
特
定
個
体
詞
「a

」
＝
〈
か
ぞ
え
る
実
体
の
個
の
実
体
を
不
特
定
に
表
す
体
詞
〉

a
n

句
「an

apple

」
↑
不
特
定
個
体
詞
「an

」
＋
体
詞
「apple

」(

抽
象
的
な
「an

」
か

ら
具
体
的
な
「apple

」
へ
と
い
う
語
順
の
句)
文
「W

hat

■a
beautiful

flow
er!

」
↑
不
特
定
な
も
の
を
表
す
体
詞
「W

hat

」
＋

■(

感
動
の
動
辞
の
無
語)

＋
不
特
定
個
体
詞
「a

」
＋
静
詞
「beautiful

」
＋
体
詞
「flow

er

」

(

詞
は
抽
象
的
か
ら
具
体
的
へ
と
い
う
語
順
の
文)

句
「a

Shakespeare
」(

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
よ
う
な
人)

↑
不
特
定
個
体
詞
「a

」
＋

個
別
体
詞
か
ら
転
化
し
た
同
類
体
詞
「Shakespeare

」

句
「have

a
w

alk

」
↑
動
詞
「have

」
＋
動
的
属
性
を
か
ぞ
え
る
実
体
化
し
て
の
不

特
定
個
体
詞
「a

」
＋
実
体
化
す
る
動
的
属
性
を
表
す
動
詞
「w

alk

」

区
別
体
詞
「the

」
＝
〈
か
ぞ
え
る
実
体
の
個
の
実
体
や
か
ぞ
え
る
実
体
の
集
り
全

体
や
か
ぞ
え
な
い
実
体
や
広
域
の
実
体
を
他
と
区
別
し
て
抽
象
的
に
表
す
体
詞
〉

句
「under

the
tree

」
↑
関
係
詞
「under
」
＋
か
ぞ
え
る
実
体
の
個
の
実
体
の
区
別

体
詞
「the

」
＋
体
詞
「tree

」

句
「in

the
w

ater

」
↑
関
係
詞
「in

」
＋
か
ぞ
え
な
い
実
体
の
区
別
体
詞
「the

」
＋

体
詞
「w

ater

」

句
「the

poor

」(

貧
し
き
人
々)

↑
か
ぞ
え
る
実
体
の
集
り
全
体
の
区
別
体
詞
「the

」

＋
静
詞
「poor

」

句
「the

universe

」
↑
広
域
の
実
体
の
区
別
体
詞
「the

」
＋
体
詞
「universe

」

さ
ら
に
英
語
の
不
特
定
詞
や
体
詞
や
遠
近
詞
で
す
。

不
特
定
静
詞
「how

」
＝
〈
不
特
定
な
静
的
属
性
を
表
す
静
詞
〉

不
特
定
関
係
詞
＝
〈
不
特
定
な
場
所
や
時
間
や
理
由
を
表
す
関
係
詞
〉

場
所
「w

here

」
時
間
「w

hen

」
理
由
「w
hy

」

抽
象
静
属
体
詞
「such

」
＝
〈
あ
る
静
的
属
性
を
も
つ
実
体
を
抽
象
的
に
表
す
体
詞
〉

句
「such

a
lonely

w
ord

」
↑
抽
象
静
属
体
詞
「such

」
＋
不
特
定
個
体
詞
「a

」
＋

静
詞
「lonely

」
＋
体
詞
「w

ord

」(

抽
象
的
か
ら
具
体
的
へ
と
い
う
語
順
の
句)

遠
近
関
係
詞
＝
〈I

と
近
い
ま
た
は
遠
い
場
所
や
時
間
を
表
す
関
係
詞
〉

場
所
の
近
「here

」
遠
「there

」
時
間
の
近
「now

」
遠
「then

」

さ
ら
に
英
語
の
か
ぞ
え
る
存
在
に
つ
い
て
の
詞
で
す
。

個
体
詞
「each

」
＝
〈
か
ぞ
え
る
実
体
に
つ
い
て
個
の
実
体
に
着
目
す
る
体
詞
〉

全
個
体
詞
「every

」
＝
〈
か
ぞ
え
る
実
体
に
つ
い
て
す
べ
て
の
個
の
実
体
を
表
す
体

詞
〉全
時
関
係
詞
「ever

」
＝
〈
か
ぞ
え
る
時
期
な
い
し
時
刻
に
つ
い
て
す
べ
て
の
個
の

時
期
ま
た
は
時
刻
を
表
す
関
係
詞
〉

縮
合
語
「forever

」
＝
時
間
の
範
囲
に
着
目
す
る
関
係
詞
「for

」
＊
全
時
関
係
詞
「ever

」
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縮
合
語
「never

」
＝
否
定
動
辞
「not

」
＊
全
時
関
係
詞
「ever

」(

動
辞
的
関
係
詞)

不
特
定
詞
と
全
時
関
係
詞
「ever

」
の
縮
合
語
「w

hoever

」「w
hatever

」「w
hichever

」

「how
ever

」
「w

herever

」
「w

henever

」

英
語
に
お
い
て
も
っ
と
も
抽
象
的
な
詞
は
不
特
定
個
体
詞
「a

」
と
全
時
関
係
詞

a
n

「ever
」
で
す
。
欧
米
に
お
い
て
数
学
の
集
合
論
や
物
理
学
の
素
粒
子
論
が
発
達
し
た

遠
因
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

英
語
の
論
理

英
語
の
動
辞
や
動
詞
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

第
一
個
現
形
変
＝
〈
第
一
者
の
個
の
直
接
現
在
ま
た
は
媒
介
現
在
に
帰
属
す
る
「
動

辞be

」
ま
た
は
「
断
定
動
辞do
＋
動
詞be

の
省
略
句
」
で
あ
る
こ
と
を
表
す
関
係
詞
、

が
浸
透
し
た
内
容
浸
透
形
変
〉

「
動
辞be

」
↓
「
関
係
詞
的
動
辞am
」

「
断
定
動
辞do

＋
動
詞be

の
省
略
句
」

↓
「
■(

断
定
動
辞do

の
無
語)

＋
関
係
詞
的
動
詞am

」

第
二
個
現
形
変
＝
〈
第
二
者
の
個
の
、
以
下
同
様
〉

同
様
、「are

」

第
三
個
現
形
変
＝
〈
第
三
者
の
個
の
直
接
現
在
ま
た
は
媒
介
現
在
に
帰
属
す
る
「
動

辞be,
do,

have

」
ま
た
は
「
断
定
動
辞do

＋
動
詞
の
省
略
句
」
で
あ
る
こ
と
を
表
す

関
係
詞
、
が
浸
透
し
た
内
容
浸
透
形
変
〉

「
動
辞be,do,have

」
↓
「
関
係
詞
的
動
辞is,does,has

」

「
断
定
動
辞do

＋
動
詞be,

do,
have,

give,
take

な
ど
の
省
略
句
」
↓
「
■(

断
定

動
辞do

の
無
語)

＋
関
係
詞
的
動
詞is,does,has,gives,takes

な
ど
」

集
り
現
形
変
＝
〈
第
一
者
・
第
二
者
・
第
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
集
り
の
、
以
下
第
二
個

現
形
変
と
同
様
〉

第
二
個
現
形
変
と
同
様
、
「are

」

途
上
形
変
＝
〈
動
的
属
性
の
途
上
面
と
い
う
静
的
属
性
を
表
す
静
詞
、
が
動
詞
に
浸

透
し
て
静
詞
に
転
化
す
る
内
容
浸
透
形
変
〉

動
詞
「run

」
↓
「
途
上
静
詞running

」(

動
詞
的
静
詞)

「N
aoko

is
running.

」(N
aoko

は
「run

の
途
上
面
」
で
す
。)

和
訳
例
「
尚
子
が
走
っ
て
い
ま
す
。
」
の
「
走
っ
て
い
ま
す
」
↑
動
詞
「
走
る
」
の

走

り

■

て

内
同
形
変
「
走
り
」
＋
■(

断
定
動
辞
「
あ
る
」
の
無
語)

＋
確
認
動
辞
「
た
」
の
内
同

形
変
「
て
」
＋
動
詞
「
い
る
」
の
内
同
形
変
「
い
」
＋
断
定
敬
動
辞
「
ま
す
」

な
お
、
日
本
語
の
「
い
る
」
と
い
う
動
的
属
性
は
「
あ
る
」
と
い
う
動
的
属
性
の
う

ち
特
殊
な
も
の
で
す
。
「
い
る
」
は
「
変
化
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
特
殊
な
関
係
を
と

も
な
う
「
あ
る
」
で
す
。

「
中
継
車
は
今
マ
ラ
ソ
ン
の
折
返
点
に
い
ま
す
。
」「
中
継
車
」
の
「
い
る
」
に
対
し
、
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「
坐
禅
す
る
わ
れ
は
今
、
大
地
の
こ
こ
に
ど
つ
し
り
と
あ
る
。
」
「
坐
禅
す
る
わ
れ
」
の

「
あ
る
」。

結
果
形
変
＝
〈
動
的
属
性
の
結
果
面
と
い
う
静
的
属
性
を
表
す
静
詞
、
が
動
詞
に
浸

透
し
て
静
詞
に
転
化
す
る
内
容
浸
透
形
変
〉(

内
容
浸
透
形
同
を
含
む)
「
動
詞w

rite

」
↓
「
結
果
静
詞w

ritten

」(

動
詞
的
静
詞)

「R
yom

a
has

w
ritten

the
letter.

」
↑
体
詞
「R

yom
a

」
＋
第
三
個
現
形
変
動
辞
「has

」

＋
結
果
静
詞
「w

ritten

」
＋
区
別
体
詞
「the

」
＋
体
詞
「letter

」(R
yom

a

は
「the

letter

をw
rite

の
結
果
面
」
を
有
し
て
い
る
。
＝
龍
馬
は
問
題
の
手
紙
を
書
い
た
状
態
に
あ

る
。)和
訳
例
「
龍
馬
は
も
う
そ
の
手
紙
を
書
い
た
。
」

「I
have

been
to

Tsushim
a.

」
↑
交
流
体
詞
「I

」
＋
動
辞
「have

」
＋
動
詞
「be

」

の
結
果
静
詞
「been

」
＋
関
係
詞
「to
」
＋
体
詞
「Tsushim

a

」(I

は
「be

to
Tsushim

a

の
結
果
面
」
を
有
し
て
い
る
。
＝
ぼ
く
は
対
馬
へ
の
移
動
と
い
う
経
験
が
あ
り
ま
す
。)

和
訳
例
「
ぼ
く
は
対
馬
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
」

過
去
架
空
形
変
＝
〈
第
一
者
・
第
二
者
・
第
三
者
の
過
去
ま
た
は
架
空
に
帰
属
す
る

動
辞
ま
た
は
「
断
定
動
辞

do

＋
動
詞
の
省
略
句
」
で
あ
る
こ
と
を
表
す
動
辞
、
が
浸

透
し
た
内
容
浸
透
形
変
〉(

内
容
浸
透
形
同
を
含
む)

「
動
辞be

」
↓
「
動
辞w

as,
w

ere

」(

第
一
者
・
第
三
者
の
個
の
過
去
ま
た
は
一
部

架
空
に
帰
属
す
る
場
合
の
みw

as)

「
断
定
動
辞do

＋
動
詞be

の
省
略
句
」
↓
「
■(

断
定
動
辞do
の
無
語)

＋
動
辞
的

動
詞w

as,w
ere

」(

同
様)

「
動
辞do,have,w

ill,can,m
ay

な
ど
」
↓
「
動
辞did,had,w

ould,could,m
ight

な
ど
」
「
断
定
動
辞do

＋
動
詞do,

have,
w

rite

な
ど
の
省
略
句
」
↓
「
■(

断
定
動
辞do

の
無
語)

＋
動
辞
的
動
詞did,had,w

rote

な
ど
」

「If
the

sun
w

ere
to

rise
in

the
w

est,I
w

ould
notchange

m
y

m
ind.

」
の
「w

ere
to

rise

」
↑
「the

sun

」
の
架
空
に
帰
属
す
る
動
辞
「be

」
た
る
「w

ere

」
＋
関
係
詞

「to

」
＋
動
詞
「rise

」

「w
ould

not
change

」
↑
「I

」
の
架
空
に
帰
属
す
る
動
辞

「w
ill

」
た
る
「w

ould

」
＋
否
定
動
辞
「not

」
＋
動
詞
「change

」

和
訳
例
「
た
と
え
太
陽
が
西
か
ら
昇
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
私
の
考
え
は
か

わ
り
ま
せ
ん
。
」

英
語
の
動
辞
と
動
詞
へ
の
関
係
詞
・
動
辞
・
静
詞
の
内
容
浸
透
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

動
辞
「be

」
と
動
詞
「be

」
に
は
現
在
形
が
あ
り
ま
す
。

動
辞
「do,have

」
と
動
詞
に
は
第
三
個
現
在
形
が
あ
り
ま
す
。

総
じ
て
、
動
辞
と
動
詞
に
は
基
本
形
・
一
部
現
在
形
・
過
去
架
空
形
が
あ
り
ま
す
。

動
詞
か
ら
転
化
し
た
途
上
静
詞
・
結
果
静
詞
が
あ
り
ま
す
。
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日
本
語
の
動
辞
や
動
詞
に
こ
の
よ
う
な
内
容
浸
透
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

日
本
語
の
動
辞
や
動
詞
に
は
基
本
形
・
現
在
形
・
過
去
架
空
形
と
い
っ
た
形
式
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
語
の
動
詞
に
は
途
上
静
詞
・
結
果
静
詞
へ
の
転
化
と
い
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

過
去
に
対
す
る
追
想
、
未
来
に
対
す
る
意
図
、
直
接
現
在
ま
た
は
媒
介
現
在
に
対
す
る
確

認
・
意
志
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
対
す
る
予
想
・
空
想
・
仮
定
。
こ
れ
ら
を
た
と
え
ば
英

語
ま
た
は
日
本
語
は
ど
う
表
現
す
る
か
。
〈
対
時
間
表
現
〉
と
呼
び
ま
し
ょ
う
。

た
い

英
語
の
動
辞
や
動
詞
に
お
い
て
ど
う
い
う
内
容
浸
透
形
変(

形
同
を
含
む)

が
あ
る
か
。

そ
も
そ
も
、
〈
対
時
間
表
現
〉
と
英
語
の
動
辞
・
動
詞
の
内
容
浸
透
形
変
の
議
論
が
、
英

語
人
に
お
い
て
少
し
混
乱
し
て
い
ま
す
。
英
語
と
は
異
質
な
〈
対
時
間
表
現
〉
の
あ
る
日
本

語
に
つ
い
て
、
英
語
人
に
よ
る
議
論
を
頼
り
に
議
論
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
生
産
的
で
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
日
本
語
の
研
究
か
ら
日
本
語
の
特
殊
性
の
み
で
な
く
言
語
の
普
遍
性
を
も

解
明
し
、
逆
に
英
語
の
特
殊
性
を
浮
彫
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
姿
勢
を
、

国
学
伝
統
を
現
実
論
化
し
て
き
た
、
時
枝
誠
記
・
三
浦
つ
と
む
・
今
井
幹
夫
・
宮
下
眞
二
ら

も

と

き

に
学
び
た
い
も
の
で
す
。(

末
尾
文
献
参
照)

日
本
語
の
場
合
。
過
去
に
対
す
る
追
想
↑
追
想
動
辞
「
た
」
。
未
来
に
対
す
る
意
図

↑
意
図
動
辞
「
う
」
。
直
接
現
在
ま
た
は
媒
介
現
在
に
対
す
る
確
認
↑
断
定
動
辞
「
あ

る
」(

■
の
こ
と
も
多
い)

・
断
定
敬
動
辞
「
ま
す
」・
確
認
動
辞
「
た
」
・
断
定
動
辞
「
だ
」

・
断
定
敬
動
辞
「
で
す
」
。
同
じ
く
意
志
↑
意
志
動
辞
■
・
意
志
敬
動
辞
「
ま
す
」
。
過

去
・
現
在
・
未
来
に
対
す
る
予
想
↑
予
想
動
辞
「
う
」
。
同
じ
く
仮
定
↑
仮
定
動
辞

「
ら
」
。
同
じ
く
空
想
↑
直
接
に
表
す
動
辞
は
な
い
。

英
語
の
場
合
。
〈
対
時
間
表
現
〉
は
動
辞
や
動
詞
の
基
本
形
・
一
部
現
在
形
・
過
去

架
空
形
と
必
要
に
応
じ
て
動
詞
の
途
上
静
詞
・
結
果
静
詞
を
組
み
あ
わ
せ
て
行
い
ま

す
。
詳
細
な
分
類
は
英
語
の
専
門
家
に
お
任
せ
し
ま
す
。

次
に
、
英
語
の
動
辞
や
動
詞
の
体
詞
化
に
つ
い
て
代
表
的
な
も
の
で
す
。

断
定
動
辞
「do

」
の
概
念
を
実
体
化
し
た
動
辞
的
体
詞
「to

」

「To
see

is
to

believe.

」(

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。)

「I
w

ould
like

to
drink

a
glass

of
beer.

」(

ビ
ー
ル
を
一
杯
飲
み
た
い
で
す
。)

た
だ
し
、
た
と
え
ば
以
下
の
「to

」
は
動
辞
的
体
詞
で
は
な
く
関
係
詞
「to

」
で
す
。

「I'm
going

to
start

a
new

business.

」(

新
し
い
事
業
を
始
め
る
予
定
な
ん
だ
。)

「I
am

glad
to

see
you.

」(

君
に
会
え
て
う
れ
し
い
。)

過
程
形
変
＝
〈
動
詞
の
動
的
属
性
の
過
程
を
実
体
化
し
て
体
詞
に
す
る
、
内
容
浸
透

形
変
〉(

形
式
は
途
上
形
変
と
同
じ)

「
動
詞com

e,sm
oke

」
↓
「
過
程
体
詞com

ing,sm
oking

」(

動
詞
的
体
詞)

「D
o

you
m

ind
them

com
ing

too?

」(

彼
ら
も
来
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
。)

「H
e

stopped
sm

oking.

」(

彼
は
禁
煙
し
た
。)
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動
属
対
象
形
変
＝
〈
動
的
属
性
の
対
象
を
表
す
体
詞
、
が
動
詞
に
浸
透
し
て
体
詞
に

転
化
す
る
内
容
浸
透
形
変
〉(

内
容
浸
透
形
同
を
含
む
・
形
式
は
結
果
形
変
と
同
じ)

「
動
詞build

」
↓
「
対
象
体
詞built

」(

動
詞
的
体
詞)
「R

om
e

w
as

notbuiltin
a

day.

」
の
「w

as
notbuilt

」
↑
過
去
架
空
形
変
断
定
動

辞
「w

as
」
＋
否
定
動
辞
「not

」
＋
対
象
体
詞
「built

」(R
om

e

は
「build

in
a

day

の
対
象
」
で
な
か
っ
た
。)

和
訳
例
「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
。
」

「H
e

lies
buried

atW
estm

inster.

」
の
「lies

buried

」
↑
第
三
個
現
形
変
動
詞
「lies

」

＋
動
詞
「bury

」
の
対
象
体
詞
「buried

」(H
e

はW
estm

inster

に
「bury

の
対
象
」

と
し
てlie

し
て
い
る
。)

和
訳
例
「
彼
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
」

英
語
に
お
い
て
静
辞
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
代
表
的
な
も
の
は
次
で
す
。

(

所
有
者
の
概
念
へ
連
続
す
る)

「of
」(
所
有
対
象
の
概
念
へ
連
続
す
る)

「w
ith

」
。

「and

」「or

」
「yes

」「no

」
「please

」
。

な
お
、「not

」「but

」
は
動
辞
、
「for

」
は
関
係
詞
、
「as

」
は
抽
象
静
詞
で
す
。

さ
ら
に
、
英
語
に
お
い
て
代
表
的
な
無
語
で
す
。

「D
o

■you
know

Tokieda,
M

otoki?

」
の
「D

o
■
」
↑
断
定
動
辞
「D

o

」
＋

■(

確
認
す
る
問
い
の
動
辞
の
無
語)

「W
ho

■is
the

English
teacher?

」(

英
語
に
と
っ
て
「
教
師
」
と
は
何
か
？)

の

「W
ho

■is

」
↑
不
特
定
な
人
を
表
す
体
詞
「W

ho

」
＋
■(

具
体
化
す
る
問
い
の
動

辞
の
無
語)

＋
第
三
個
現
形
変
断
定
動
辞
「is

」

「
■Silence!

」(

静
粛
に
！)

の
■(

相
手
意
志
へ
の
要
求
の
動
辞
の
無
語)

英
語
の
論
理
に
関
し
て
は
以
下
の
区
別
と
連
関
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
主
語
」「
述

語
」
「
修
飾
語
」
な
ど
の
形
式
論
な
い
し
機
能
論
に
お
い
て
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。
以
下
、(

非
推
論)

判
断
句
に
傍
線
を
付
し
ま
す
。

①
英
語
に
限
ら
ず
、
文
章
な
い
し
文
の
内
容
と
し
て
主
題
と
説
明
の
あ
る
こ
と
が
多
い
。

(

主
部
述
部
の
可
能
性)

②
英
語
は
動
作
判
断
の
文
型
「
主
句

動
作
句

対
象
句
」
を
中
心
と
し
他
の
判
断
も
語

順
・
文
型
を
こ
れ
に
似
せ
る
傾
向
が
あ
る
。(

英
語
形
式
の
傾
向)

③
判
断
構
成
単
位
句

④
英
語
に
は
第
一
者
・
第
二
者
・
第
三
者
に
帰
属
す
る
動
辞
と
い
う
も
の
が
あ
る
。(

交

流
言
語
と
帰
属
動
辞
と
い
う
傾
向)

⑤
英
語
に
は
動
詞
か
ら
転
化
し
た
途
上
静
詞
・
結
果
静
詞
が
あ
る
。(

動
詞
の
静
詞
化)

「This
is

a
pen.

」

「There
is

a
park.

」

d
o
e
s
b
e

「I
love

you.

」

d
o
l
o
v
e
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「H
e

has
w

ritten
the

letter.

」

主
題
「This

」「I

」「H
e

」
説
明
「is

a
pen

」「love
you

」「has
w

ritten
the

letter

」
。

「There
is

a
park.

」
に
は
主
題
と
説
明
と
い
う
内
容
が
な
い
。

「I
↓love

↓you

」
に
語
順
・
文
型
を
似
せ
て
「This

↓is

↓a
pen

」「There

↓is

↓a
park

」「H
e

↓has
w

ritten

↓the
letter

」

判
断
構
成
「This

＋is

＋a
pen

」「There

＋is

＋a
park

」「I

＋love

＋you

」「H
e

＋has

＋w
ritten

the
letter

」

「This

」「a
park

」
「I
」
「H

e

」
に
帰
属
す
る
動
辞
「is

」
「does

」「do

」
「has

」

結
果
静
詞
「w

ritten
」
あ
り
。
判
断
句
「has

」
は
動
作
の
判
断
で
な
い
。「w

ritten
the

letter

」
と
い
う
動
作
結
果
面
を
確
認
す
る
判
断
で
あ
る
。
動
辞
「have

」
は
動
作
結
果

面
を
確
認
す
る
動
辞
で
あ
る
。

英
語
は
英
語
の
伝
統
と
創
造
の
中
に
い
て
、
①
主
部
述
部
の
可
能
性
②
英
語
形
式
の
傾
向

③
判
断
構
成
単
位
句
④
交
流
言
語
と
帰
属
動
辞
と
い
う
傾
向
⑤
動
詞
の
静
詞
化
、
こ
の
５
面

か
ら
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
と
く
に
、
②
英
語
形
式
の
傾
向
が

あ
る
と
と
も
に
、
内
容
本
位
に
お
い
て
③
判
断
構
成
単
位
句
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
、

形
式
と
内
容
の
区
別
と
連
関
と
し
て
、
音
声
言
語
と
判
断
構
成
の
区
別
と
連
関
と
し
て
、
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
た
と
え
ば
「w

ritten

」
を
元
動
詞
と
し
て
動
作
句
の
よ
う
な
形

式
に
入
れ
る
と
と
も
に
、
結
果
静
詞
と
し
て
判
断
句
と
い
う
内
容
に
は
入
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

根
本
的
に
は
資
本
制
社
会
の
問
題
点
な
ど
あ
る
に
せ
よ
、
欧
米
史
な
い
し
世
界
史
に
お
け

る
厳
し
い
論
争
を
生
き
抜
い
て
き
た
今
の
英
語
に
は
、
日
本
語
人
が
必
ず
し
も
得
意
と
し
な

い
論
理
が
多
く
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
謙
虚
に
か
つ
冷
静
に
把
握
し
、
英
語
人

の
認
識
と
日
本
語
人
の
認
識
を
無
理
な
く
無
駄
な
く
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
日
本
発

の
言
語
的
論
理
学
の
中
心
課
題
で
あ
り
ま
す
。
健
康
平
和
の
た
め
の
中
心
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
日
本
語
の
長
所
短
所
を
反
省
す
る
早
道
で
も
あ
り
ま
す
。

三
浦
つ
と
む
『
こ
こ
ろ
と
こ
と
ば
』(

文
献

)

「
は
じ
め
に
」
冒
頭
で
す
。
三
浦
つ

10

と
む
氏
か
ら
未
来
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
で
も
あ
り
ま
す
。

「
こ
と
ば
は
、
人
間
が
心
で
思
っ
て
い
る
こ
と
を
ほ
か
の
人
間
に
伝
え
る
た
め
に
、

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
人
間
の
心
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、

こ
と
ば
の
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
す
し
、
ま
た
こ
と
ば
の
あ
り
か
た
を
理
解
す
る
と
き

に
、
そ
の
場
合
の
人
間
の
心
の
こ
ま
か
い
動
き
も
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
」

〔
文
献
〕
本
論
を
構
築
す
る
た
め
に
以
下
の
文
献
を
検
討
し
ま
し
た
。

１

G
.W

.F.

ヘ
ー
ゲ
ル
『
哲
学
史
講
義

上
・
中
・
下
巻
』(

長
谷
川

宏
訳
・
河
出
書
房
新
社

1992

～3)

２

ヘ
ー
ゲ
ル
全
集
『
改
譯
大
論
理
學

上
卷
の
一
・
上
卷
の
二
・
中
卷
・
下
卷
』(

武
市
健
人
譯
・
岩

波
書
店1956

～1966)



３

三
浦
つ
と
む
『
弁
証
法
は
ど
う
い
う
科
学
か
』(

講
談
社
現
代
新
書1968)

４

時
枝
誠
記
『
国
語
学
原
論(

上)(

下)

』(

岩
波
文
庫2007)

５

三
浦
つ
と
む
『
認
識
と
言
語
の
理
論

第
一
・
二
・
三
部
』(

勁
草
書
房1967

～1972)
６

三
浦
つ
と
む
『
言
語
学
と
記
号
学
』(

勁
草
書
房1977)
７

三
浦
つ
と
む
『
日
本
語
の
文
法
』(

勁
草
書
房1975)

８

三
浦
つ
と
む
『
文
学
・
哲
学
・
言
語
』(

国
文
社1973)

９

三
浦
つ
と
む
『
日
本
語
は
ど
う
い
う
言
語
か
』(

講
談
社
学
術
文
庫1976)

三
浦
つ
と
む
『
こ
こ
ろ
と
こ
と
ば
』(

季
節
社1977

／
明
石
書
店2006)

10
今
井
幹
夫
『
あ
な
た
と
わ
た
し
の
日
本
語
こ
と
ば
の
構
造
と
表
現
』(

社
会
評
論
社1986)

11
今
井
幹
夫
『
わ
か
る
日
本
語
の
教
え
方
日
本
語
の
基
礎
知
識
と
教
え
方
入
門
』(

千
駄
ヶ
谷
日
本
語
教

12
育
研
究
所1988

改
訂
版)

今
井
幹
夫
『C

O
M

PR
EH

EN
SIV

E
JA

PA
N

ESE

わ
か
る
日
本
語

第
１
～
５
巻
』(

ベ
ス
ト
・
コ

13
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ1984
～1992

の
版)

今
井
幹
夫
『
で
き
る
日
本
語
１
・
２
』(

国
書
刊
行
会1995)

14
今
井
幹
夫
『
イ
ラ
ス
ト
と
例

文
で
わ
か
る
に
ほ
ん
ご
こ
と
ば
じ
て
ん
』(

国
書
刊
行
会1999)

れ
い
ぶ
ん

15
宮
下
眞
二
『
英
語
は
ど
う
研
究
さ
れ
て
き
た
か
現
代
言
語
学
の
批
判
か
ら
英
語
学
史
の
再
検
討
へ
』(

季

16
節
社1980)

宮
下
眞
二
『
翻
訳
の
世
界
選
書
英
語
文
法
批
判
言
語
過
程
説
に
よ
る
新
英
文
法
体
系
』(

日
本
翻
訳
家
養

17
成
セ
ン
タ
ー1982)

宮
下
眞
二
『
英
語
は
ど
う
い
う
言
語
か
』(

季
節
社1985)

18
三
浦
つ
と
む
編
『
現
代
言
語
学
批
判
言
語
過
程
説
の
展
開
』(
勁
草
書
房1981)

19
柴
崎

律
『
心
か
ら
言
葉
へ
現
代
言
語
学
へ
の
挑
戦
』(

論
創
社2004)

20
吉
本
隆
明
『
詩
人
・
評
論
家
・
作
家
の
た
め
の
言
語
論
』(

メ
タ
ロ
ー
グ1999)

21
庄
司
和
晃
『
認
識
の
三
段
階
連
関
理
論
』(

季
節
社1992

増
補
版)

22
庄
司
和
晃
『
コ
ト
ワ
ザ
教
育
の
す
す
め
未
来
の
教
育
学
の
た
め
の
文
化
研
究
』(
明
治
図
書1987)

23
萩
野
貞
樹
『
ほ
ん
と
う
の
敬
語
』(

Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書2005)

24
齋
藤

孝
『
Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク

声
に
出
し
て
読
み
た
い
方
言
』(

草
思
社2004)

25
松
本
克
己
『
世
界
言
語
の
な
か
の
日
本
語
日
本
語
系
統
論
の
新
た
な
地
平
』(

三
省
堂2007)

26
川
島
正
平
『
言
語
過
程
説
の
研
究
』(

リ
ー
ベ
ル
出
版1999)

27
佐
良
木

昌
編
『
言
語
過
程
説
の
探
求

第
一
巻
時
枝
学
説
の
継
承
と
三
浦
理
論
の
展
開
』(
明
石
書
店

282004)

寺
島
隆
吉
『
地
球
市
民
の
英
語
学
習
２
英
語
に
と
っ
て
「
文
法
」
と
は
何
か
？
』(

あ
す
な
ろ
社2000)

29
黒
川
泰
男
『
英
文
法
の
基
礎
研
究
日
・
英
語
の
比
較
的
考
察
を
中
心
に
』(

三
友
社2004)

30
渡
辺
力
蔵
『
日
本
的
創
造
性
創
造
性
の
マ
ク
ロ
理
論
』(

近
代
文
芸
社2000)

31
柳
父

章
『
近
代
日
本
語
の
思
想
翻
訳
文
体
成
立
事
情
』(

法
政
大
学
出
版
局2004)

32
井
沢
元
彦
『
点
と
点
が
線
に
な
る
日
本
史
集
中
講
義
』(

祥
伝
社
黄
金
文
庫2007)

33
武
隈
良
一
『
新
数
学
シ
リ
ー
ズ

数
学
史
』(

培
風
館1959)

34

15

坂
本
百
大
・
坂
井
秀
寿
『
新
版
現
代
論
理
学
』(

東
海
大
学
出
版
会1971)

35
三
浦
つ
と
む
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
情
報
化
社
会
』(

三
一
書
房1971)

36
原

丈
人
『

世
紀
の
国
富
論
』(

平
凡
社2007)

37

21

山
田

学
『
学
問
の
転
換
未
来
の
世
界
を
日
本
か
ら
』(

民
衆
図
書
刊
行
会1994)

38

Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
あ
か
で
み
ぃ
サ
イ
ト
「
店
頭
」
画
面
参
照

山
田

学
「
日
本
民
族
紹
介
と
日
英
翻
訳
機
械
」「
認
識
と
労
働
」「
人
間
と
通
信
の
要
点
」

39

同
サ
イ
ト
「
理
念
集
」
画
面
参
照

※
病
的
戦
争
な
情
感
・
情
念
を
健
康
平
和
な
情
感
・
情
念
に
止
揚
で
き
る
日
本
語
芸
術
。
そ
し
て
健

康
平
和
の
た
め
の
日
本
語
人
と
中
国
語
人
と
英
語
人
の
討
論
。
本
論
が
そ
れ
ら
の
た
め
の
さ
さ

や
か
な
一
助
と
な
る
な
ら
幸
い
に
ご
ざ
い
ま
す
。

本
論
に
対
す
る
ご
質
問
・
ご
意
見
・
修
正
案
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
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